
第１７号 平 成１４年１１月

鯉 千葉電設協会

瀞

輪

干葉市若葉土木事務所



ｆ一一一一… 基 本 理 念 一・一 一一１
ｉ 髪

採 界の発展並びに 組合員の社会的地イ立 畦

ｉ豊齢精驚之製 　１
コ ｌｌル

ｉ 企業の健全なる経営体制を促進し し

１二唖鵡：ニヨゴ



泪 灘鍵懸次

● ご 挨 拶 ・… … …・… … …・… … … … …・・…・… 千 葉 市 長 鶴 岡 啓 一 …

●江戸切り子のワイ ングラス … 千葉市都 市局建築部 部長 水越 裕 …

●近 頃 の 散 歩 ……………… 千葉市下水 道局建設部 部長 佐野 卑義 …

●我 が家のできごと２件 …… 千葉市都市局建築部 建築設備課 主幹 内山 正 …

●趣 味のデジカメ ……… 千葉市建設局土木部 緑土木事務所長 澤田 繁

●古 里 …………… 千葉市住宅供給公社 総務課長 在原 和彦 …

●グ ッ ピ ー ………… 働千葉市都市整備公社 建築課長 宮本 恒寿

●私 と 植 木 の 出 会 い … … …・…・… …・ ㈱ 千 彙 電 設 協 会 理 事 滝 口 勝 征 …

●北 へ … … … …・…・…・… 北 園 電 業 ㈱ 代 表 取 締 役 北 園 皓 三 …

● 富 士 登 山 … … …・・… … …・ 首 都 圏 東 芝 電 材 ㈱ 支 店 長 佐 藤 敬 明 …

● 心 か らの お もて な し を志 して …… … ㈲ 彩 花 代 表 取 締 役 鈴 木
．
美 樹 …

，

● 賛 助 会 員 部 門 別 名 簿 … …・・… … … …・… … …・… …・…・…・… … …・… …・… … … …

● 第 １８ 回 通 常 総 会 開 催 … … … … … …… … … … … …・・…・・… … … …・… …・… … … …

● 千 葉 市 と 「地 球 環 境 保 全 協 定」 締 結 ・… … … … …・…・・… … … … …・…・… … … …

●青年部活動にっい て ………… … 青年部 部長 高率 電設 ㈱ 小川 カ …

● 第 ４９ 回 ゴ ル フ コ ン ペ 開 催 … … … … … …… … …・… … … …・… … … …・・… …・… …・

● 第 ９ 回 麻 雀 大 会 開 催 … … … … …・・…… … … … … … …・…・… … …・… …・… … … …

● 災 害 対 策 連 絡 網 に つ い て …・… … … …・…・・… … … … … …… … … …・… … …・… …

．
● 事 務 局 だ よ り … … … …・・… …・… …・・… … … …・… … … … …・…・・… ” … … … … …○

● 入 札 結 果 報 告 … … … … …・・…・… …・… … … …・… … … … … … …・…・… … … …・…・

２

４

６

８

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

２５

２７

２８

２９

３２

３３

３４

３５

３８
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総
■麟“

一 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一

この度、 協同組合千葉電設協会に は、 会報 「千葉電設協会だより」 第１７号 が発刊さ

れま した こと、 心 か ら お 喜 び申 しあ げま す。

また、 貴協会皆様方 には、 日頃より、 好地理事長さんを先頭 に一致協力さ れ、 業界

の発展に 努められてお りますとと もに、 市民生活 の向上並 びに 市政発展 のた あ、 多大

なる ご理 解・ ご協力を 賜っておりま すこと、 心か ら敬意と感謝 の意を表する 次第であ

りま す。

さ て、 本 市 は、 ４ 月 に 政 令指 定都 市 移 行１０周 年 と い う 一つ の 節 目 を 迎 え、 ま た、 人

口も９０万人を突破したことから、 政令指定都市として、 これま で以上に先導的な役割

を果たし、 さらに充実 した大都市行政を展開していかなければな らないと考えており

ま す
。

そこで、 市民福祉の一層の向上と市域 の均衡 ある 発 展を 目指 し、 ２年 次 目 となる

「新 ５ か 年 計 画」 を 着 実 に 推 進 し、 ソ フ
ト ・ ハ ー ド両 面 の バラ ン ス の と れ た 施 策 の 展

開 を 図 り、 ９０万
市 民 お 一 人 お ひ と り が、

安 心 して い き い き と 暮 ら せる ま ち づ く り に努

めて い る と こ ろで あ り ま す。

特に、 自然環境保全や循環型社会
づくりな どの 「環境 問題への 対 応」、 子 育 て支 援

や教育な どの ｒ少子化対策」、 高齢者 の生き がい対策な どの 「高齢社会への対応」、 花

の都・ ちばをめざす 「都 市イメ ージの 確立」、 創業 支援や雇用創出 な どの 「地 域経 済

の活性化」、 蘇我 特定地 区整備 などの 「都市 再生への取り組み」、 そ して、 電 子市 役
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所 の実 現などの 「情報化の推進」 を重点的に取り組む７分野 と位置 づけ、 各種事業の

充 実 に 懸 命 の 努 力 を い た して お り ま す。

私 は、 今 後 と も、 「じ っ く り 聞 い て し っ か り 実 行」 をモ ッ トー に、 「参 加 と協 働 に

よるま ちづく り」 を目指 し、 市政運営に全力で取り組んで参 る所存であります。

皆様 の業界を取り巻く環境は、 大変厳 しい経済状況の中、 大変な ものがあ ろうかと

存 じま す が、 ど う か、 皆 様 方 に は、 さ らに 一 致 協 力 さ れ、 業 界 の 発 展 に 努 め ら れま す

と と も に、 市 政 に 対 しま して も、 一 層 の ご支 援 ・ ご協 力 を 賜 りま す よ う、
心 か らお 願

い 申 し あ げ る 次 第 で あ り ま す。

おわりに、 協同組合千葉電設協会の今後ますます のご発展 と会員皆様方 の ご健勝・

ご活 躍 を 祈 念 い た し ま して、
ご挨 拶 と い た しま す

。

４

験

Ｄ
⊆
Ｄ
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江戸切り 子の ワイ ングラス

千葉市都市局建築部 部長 水 越 裕

電設協会の皆様には、 日頃建築行政に多大なる ご支援を頂き、 厚く御礼 申し上 げま

す と と も に、
ま す ま す の ご発 展 を お 喜 び 申 し上 げ ま す。

私の愛読書にＰＨＰ出版社 の月 刊誌があります。 十数年前に坂本龍馬特集で創刊さ

れて以来の雑誌 です。 古代か ら現代に至る事柄を始め、 歴史に登場 した多彩な人々 に

つ い て 多 方 面 か ら分 析 し、 描 い て いま す。 戦 国 時 代 の 信 長、 秀 吉、 家 康 や 坂 本 龍 馬、

西郷隆盛を初めとする明治維 新の英傑などは常連の登場人物です。 その他、 テ レビ番

組 や 時々 の 話 題 に な っ て い る 人 が 登 場 しま す。 こ の よ う な 人 びと の 人 生 や事 柄 をと お

し て、 私 に 色々 な 事 を 示 唆 し て く れ ま す。

時々 （結構多 いのですが） 参謀についての特集があります。 坂の上の雲に登場す る

秋 山 真 之 で あ っ た り、 秀 吉 の 弟 で あ っ た り、
石 田 三 成 や そ の 人 が 既 に 主 人 公 で あ る

諸葛孔明など多くの人が登場 します。 この人々が歴史の証人と して重要な役 どころ を

占 め ま す。

そ して 西 郷 さ ん の よ う
．
に
、
あ る 時 は 名 参 謀 で、

あ る 時 は名 将 （名 参 謀 か ら名 将 そ し

て……これは、 翔ぶが如く に描かれています） と して登場する人 びと が多いのです。

殆 どの 人 が 両 パ タ ー ンで 描 か れ て い ま す。

名参謀は名 将に成るべく して成り、 名 将は名参謀を得ることが必須必然的なことな

の だ （時 に そ う で な い 場 合 も あ る よ う で す が） と 納 得 し て い ま す。 私 は、
こ ん な 本 の

読 み方 を して 楽 しん で いま す。
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同 じ雑誌に伝統の 匠を紹介する下町職人という グラ ビア と、 まちの風 物を伝える明

治 大 正 に 出 会 う 町 と い う 二 つ の シリ ー ズが 掲 載 さ れ て い ま す。

その案内に誘われて、 過日家内と浅草界隈 を散策 してきま した。 いっ もの浅草寺と

仲 店 辺 り を 主 軸 に 見 て 回 っ て い る の と は、 趣 が大 き く 変 わ り、
全 く 別 の 街 を訪 れた 感

じ が しま した。

そ して 牛 鍋 を 食 べ、 色 々 な お 店
を 眺め、 江 戸 切 り子 の ワ

イ ン グ ラス を ペ ア で買 い 求

め ま した。 結 構 高 価で した。 大 切 に持 ち 帰 り、 ワイ ン
を酌 みま し た。 そ の ワイ ン

の美

味 し い こ と。 激 安 リカ ー ショ ッ プ で買 っ たい っ も の 安 い ワイ ンな の に。

器 が 違 う と主 た る ワイ ンの 味 が 格 段 と 上 が る も の だ と 実 感 しま した。 是 非 お 勧
め し

ま す 。

同 じ出版社 です が、 別の月刊 誌で松下幸之 助さんの言葉で、 「人 生は 多くの 人々 の

一 言 で 支 え ら れ る」 と 載 せ ら れ て い ま し た。

これから、 寒い季節へ向かいます。 そして近年、 建築関連事業を取り巻く環境が大

きく 変 わ っ て 参 り ま した し、 又、 大

変厳 しい状況にあります。 会員皆様

に は、 厳 しい 季 節 を乗 り 切 り、 益 々

の ご活躍と、 更なる御健勝を祈念 申

し上 げま して御挨拶 とします。
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近 頃 の 散 歩

穫 市ド水道局建設部 部長 佐 野 忠 義

／０月 ５ 日、
土 曜 日、

昨 夜 は 議 会 の 打 ち 上 げが あ っ た た め か、
い っ も は六 時 に 目 が覚

め る の に、 七 時過 ぎ 「ご飯 で す よ」 の 声 に 起 こ さ れ る ま で 寝 て しま っ た。 追 わ れ る よ

うに朝食を取り八時前には散歩に出た。 （休みだ し雑用を頼ま れそうなので …）

いつもの京葉道路脇の道 を通り、 浜野川 右岸側 （川 は上流か ら見 て右が右岸で す）

の管理用道路 に出たら、 大 勢の人たちが 草刈 して おり、 その中に混 じって数人のお じ

さ ん と ひ とり お ばさ ん が、
釣り 糸 をた れ て い た。

先週 ボ ラの 子 の大 群 がこ の辺 りま で 上 っ て き て、
一 葡 銀 鱗 を キラ キ ラさせ て いた が、

今 朝 は
、
群 れ か ら は ぐ れて 取 り 残さ れた の だ ろ う か、 十 数 匹 ぐら い 群 れ て ち ょ ろ ち ょ

ろ して い る。 こ の 時 間 は水 嵩 が 少な く、 川 底 に 敷 か れ た ぐり 石 の 間 に、 ハ
ゼ が 潜 っ て

い る よ う だ。 え さ のイ ソメ を 石 の 隙 間 に 泳 が せ て、 ハ ゼ を 釣 り あ げ て い た。

「い つ も は、 こ の 場 所 に 七 羽 の 鴨 が 泳 い で い る の だ が、 今 日 は 大 勢 人 が い る の で 他 に

移 っ た の か な。」
「今 年 は 鴨 が 子 供 を１０匹 ぐ らい 産 ん で、

よ く ま と ま っ て 泳 い で い た の

に」 そ ん な 会 話 が 聞 こ え て く る。

い つ もの 私 の 散 歩 は、
大 百 池 方 面 に 向 か う の だ が、

今 朝 はハ ゼつ り が面 白そ う な の

で、 京葉道路を越えたところ で反対側の道 を下流に向か い歩いてみた。 内房線辺り で

は 水 嵩 はか な り あ る。 や は り ボラ の 子 ども た ち が群 れ て 泳 い で いた が、 釣 り 入 は見 え

な い。 「釣り の ポイ ン ト があ る の か な …」 そ ん な こ と を思 いな が ら 今 日 の 散 歩 は、 川

で 終 わり に した。

い つ も は気 ま ま な一 人 歩 き で、
お決 ま り の コ ー ス は無 い の だ が、

ま ず大百 池 に行き
、
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池の景色 をな がめな がら有 吉の山に登る。 鳥の声を聞き、 樫 （下水道マ ンホールの蓋

のデザイ ンは棒の木です） の大木を見な がら、 有吉公園に向かう。 せせ らぎ沿いの散

歩道 を通り泉 谷公園ま で一 時間くらいか けて歩きます。 帰り道、 東南部団地のコーヒー

店 に 立ち 寄る。

唯 一 の 休憩 で
、
楽 し み に も な っ て い る わ た し の お 決 ま り コ ー ス で す。 い ま ま で、

一 人 で は 喫茶 店 に も 入 れ な か っ た の に …。 散 歩 す る よ う に な っ て か ら一 人 で 入 れ る よ

う に な り、 時 間 も 潰 せ る よ う に 成 っ た。 気 ま ま に ひ と り 散歩 が 出 来 る の が最 高 で す。

最 近 は、 二 本 の 足 が こ ん な に 便 利 か と、 感心 して い ま す。 駐 車 場 も い ら ず、
ガソ リ

ン も い らず、 免 許 い
らず、 そ のう え駐 停 車 禁

止 もな く、
ど ん な 所に も 行 け る。 こ

ん な

便利な自分の足に早く気付け ばよかった。

自 動 車 で ス ー ッ と 通 り 過 ぎ て しま う 今 日 こ の 頃、
車で は 味 わ えな い も の が 散歩 に は

あ り ま す。

釣 り 人 と の 立 ち話 ・ 四 季 ご と に変 わる あ ぜ 道 に 咲く 草 花 ・ 田 ん ぼ の 稲 の 成 長 や、 池

の水草それに小 鳥の鳴き声、 私の住処 の周 辺は、 自然の宝庫です。

私 も年式が相 当古くな って きたので、 足 も衰えてきま したが、 無理 しなければま だ

馬 力 アッ プ が可 能 の よ う だ し 当 分 使 え そ う で す。

散歩 していると、 子供の頃一日中近所を飛 び回ってい た昔を思い出 します。 シジミ

や シ ャ レ ブナ を 採 っ た り して 遊 ん だ あ の 小 川 （今 は無 く な っ て し ま い ま し た が）。
そ

ん な昔が脳裏 に浮かんできま す◎

来 年 一月、 初 孫 が 生 ま れ ま す。 い つ か 孫 と一 緒 に 歩 く こ と が楽 し み に な って きま し

た。 草花図鑑と魚図鑑 も用意 しま した。 （息子夫婦 に余計な お世 話と いわ れそ うで す

が）

と は い え
、
ドラ イ ブ も私 の 趣 味の 一 っ です。 これ か ら 秋 の行 楽 シ ー ズ ン、

紅 葉 に 露

天 風 呂、 遠 方 ドラ イ ブ も良 い も の です。 そ れ と … 仕 事 が 終 わ っ て の一 杯 会、 カ ラ オ ケ

も捨てがたく、 当分 は今まで 通り散歩と二東のわらじで私はまいりま す。
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我が家のできごと２件

千葉市都市局建築部 建築設備課 主幹 内 山 正

１ 件 目 は 「ツ バメ の 子 育 て」 で あ り ま す。 ツ
バメ は 私 た ち 日 本 人 に は、 大 変 な じみ

のある野鳥です。 古くか らツバメ にま っわる 「：地名」 「列車の名前」 や 「ッバメ 返 し」

と い う 言 葉 もあ り ま す。 ま た ッ
バメ は 益 鳥 で、 巣 を 作 る と 良 い こ と があ る どい わ れて

い ま す。

そんなッ バメ が、 今年の５月 上旬、 我が家の納屋 の蛍光灯の

笠 に い き な り巣 作 り を 始 め ま した。 時 々 観 察 して い る と、
巣 の

材料 は土 の よう で した が、 蛍 光 灯 の 笠 の 上とい う こと もあっ て、

なかなか はか どらなくせっかく、 運ん できた巣の材 料の半分 は下 に落として しまい大

変苦労 して いま した。 ユ 回目の巣作り は失敗に終わ ったよう で、 今度は隣の蛍 光灯の

同じような 場所 に作り始 めたので、 私 も見かねて近く に作り やす いように、 木の板を

釘で打ち付 けてやったの ですが、 それ には見向 きもしないで、 もくもく と２回目の場

所 で 巣 作り に 励 ん で いて、
そ の 甲斐 あ っ て 今 度 は巣 の 大 き さ が だ ん だ ん 大 きく な っ て

いく の が、
目 に 見 え て わ か っ て きま し た。

！ 週 間く ら い で や っ と 巣 が 完 成 しま し た。

振 り 返っ て 考 え て みる と、
な ぜ こ ん な 場 所 に 作 る ん だ ろ う、

せ’っ か く 作 り や す い 巣

箱 の よ う な 台 を 作 っ て や っ た の に と 思 い ま した。 野 生 に は 生 存 競 争 と い う 厳 しい 掟 が

あ っ て、 蛇 や 猫 の 届 か な い と こ ろ で、 子 育 て を しな け れ ば い け な い の か な あ と も 考 え

ま し た。

さ て い よ い よ 産 卵 で す。
一 般 的 に は ツ バメ の 産 卵 は ５ ～ ７ 個 と い わ れ て い ま す が、
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どう も我が家のッ バメ は （巣の中をのぞいて詳 しく観察 したわけではあ りませんが）

２ 個 く らい だ っ た の で はな い か と思 わ れ ま す。 と いう の は、 約 ２週 間で 艀 化 し巣 立 っ

た の は１ 羽 で、 途 中で 卵 が １ 個 下 に落 ち て 割 れ て しま っ た の で す。 どう も こ の ッ
バメ

夫 婦 は新 婚 だ っ た よう で す。 今 年 は こ れで 終 わ り か
な と思 う と が っ かり で す。

し ば らく す る と、 ま た ッ
バ メ が巣 に 出入 り を し て い る で は あ りま せ ん か、

２ 回 目の

産 卵 で す。 感 動 しま した。

こ の こ ろ、 私 を 悩ま せ たの が、 朝 明 るく
な る の が 早 い こ と で す。 ６

月 と い う こ と も

あっ て１年 のうち で１番日照時間が長い時期です。 我が家の納屋は夜戸締まりをして

鍵 を か け て いま す。 朝、 私 が納 屋 の サ ッ シ を 開 け る の が ６ 時 頃で す が、 そ の と
き ッ バ

メ は 引 き 込 み の電 線 に 止ま っ て い て、 サ ッ シ を 開 け る と 同 時に、 巣 へ 飛
び込 ん で い き

ま す。 私 は か わ い そ う に 思 い １ 時 間 く らい 早 く 起 き て 開 け て や っ て
い ま した が、 ３ 日

で 降 参 しま し た。

こ の 頃、 我 が 白
里 地 方 に は、 泥 棒 に

よ る 被 害 が 多 発 して いて、
近 く で は夜 中 で す が

イ ン タ ー ホ ンが 鳴 っ た の で、 お じい さ ん が 玄 関 を 開 けた と た ん、 棒 で 殴 ら れた 事 件 も

発 生 して い ま した。

不 用 心 で は あ り ま した が、 良 い こ とが あ る こ と を信 じっ っ ッ
バメ の た め に２４時 間開

け て お く こ と に 決 めま した。

今 度 は２ 回 目 と いう こ と もあ っ て、 結 果 的 に 巣 立 っ た状 況 か ら 分 かっ た の で す が、

６ 個 の 卵 を 産 み、 全 て成 長 した よ う です。 こ の 間 の 状況 で す が、 卵 は夫 婦 で 交
互 に２４

時 間 あ た た め て い ま す。 雛 が艀 る の は 約２ 週 間 で、 雛 が艀 っ た 後、 親 鳥 は 大 変 です。

雛 が 飛 び立 っ 迄 の 期 間 は約２０日 と い わ れ て い ま す が、 そ の 間 親 鳥 は、 １日 に 約２００回の

餌を 運ぶといわれております。 雛は親鳥が近 づくと我先に大きな口を開けて餌を求め

ま す
。
人 の 気配 を 感 ず る と ぴ た っ と 黙 っ て 巣 の 中 に 縮 こま り ま す。 ま た、

糞 を す る 時

は お 尻 を 巣 の 外 に 出 して 勢 い よ く 下 に 落 と し ま す。

この頃、 ８月 中旬で今年１番暑い時期に親鳥 も大変だなと思いっっ、 我が家では納
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屋 で の 作業 が 始 ま り ます。 人 が 中 に いて、
餌 が運 べな く な る の を 心 配 しま し た が、

幸

い 作 業 前 に巣 立 っ てく れま し た。 ッ
バメ は 冬 を 東 南 ア ジ ア で 過 ごす と い わ れ て おり ま

す が、 小さ な 体 で４０００㎞ の旅 を し て、 同 じ 巣 に 帰 っ てく る の は 約５０％ と い わ れ て お り

ま す が
、
ま た来 年 も 我 が 家 の 巣 で、

子 育 て を して ほ し い と 願 っ て お り ま す。

２件目は太陽光発電です。 太陽光発電は環 境へ の排 出物 がなく 「ク リー ン」 で、

「無 尽 蔵」 で、
し か も 回 転 部 分 が な い こ と か ら 「メ ンテ ナ ンス フ リ ー」 で 寿 命 が 長 く、

地球環境対策の優れものです。

我が家では、 平成１２年４月 に、 「財団法人 新エネルギー財団」 の補助金をいただ い

て発電電力３．９２ｋＷの太陽光発電を設置 しま した。

きっ か け は 「千 葉 市 中 央 図 書 館 ・ 生 涯 学 習 セ ンタ ー」 です。

仕事上カタロ グ等では見て いたのですが、 実物を見た とき我が 家の屋根 （納屋の庇）

に も設 置 で き る の で は、 と 思 いま した。 後 は 自分
な り に、 発 電 効率 に 影 響 す る設 置 の

角 度や方角と周 りに障害物がな いか等、 検 討した結果、 角 度や方角 は設置費用 との関

係 で 現状 通 り と し、
障害 物 もな かっ た こ と か ら、

補 助 金 を 前 提 に 設 置 す る こ と に決 め

ま し た
。

設置後２年半 になりますが 故障もなく、 １ 年間 に約４０００ｋＷｈを発電 し、 こ のう ち

約 半分は我が家 の電力を賄い、 残りを東京 電力 に売電していま す。 心配 していた発電

効 率も、 千葉市 設置の太 陽光 発電設備の実 績とほぼ同じになったことで、 自分なりに

満 足 し て おり ま す。

今後も地球 環境対策に少 しでも貢献できればと考えております。

お わ り に

厳 しい時代になっておりま すが、 貴協会と会員皆様のますますの ご発展を心よりお

祈 り 申 し上 げま す。
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趣味の デジカメ

千葉市建設局土木部 緑土木事務所長 澤 田 繁

趣 味を持っ ことを趣味としてはや４０年が経ちま した。 趣味が無いと言われる趣味を

含 め て 誰 も が何 か し ら お 持 ち の こ と と 思 いま す
。

私 は、 釣 り、 オ ー デォ、 ア マチ ュ ア 無 線、
ドライ ブ、 写

真 （風 景 ・ 花）、 古 い 電 気

製品 （真空管式） の いじく り、 等 が適当な間隔で重なりながら移行しながら巡ってま

い り ま す。 こ こ数 年 写 真 に 傾 いて 楽 しん で お り ま す。

そ の １
、
撮 影 ポイ ン ト は ・ 海 （こ の 間ま で 銚 子 漁 港 の 夜）

、
・ 山 （朝 日 と 夕 日） 何

処で もＯＫです。 撮 影経路には必 ず温泉地経由で場所を探 し昼 は温泉に浸かり、 撮影

は日の 出頃また は、 夕日から夜 にかけて長時間露光で楽 しんでおります。 一枚当たり

の露光 は５分 から６０分と気長です、 ま た、 気にいる写真が撮れるまで数回同 じ場所に

通いま すが、 実 際はお気に入りが撮れないので適当に場所を変えて温泉とも ども楽 し

ん で お りま す。

そ の ２、 今 年 の 五 月 に デ ジ タ ルカ メ ラ が 手 に 入 っ た の で 早 速 使 っ て み ま した。

フ ィ ル ム と異 な り 撮 って す ぐパ ソ コ ン で 見 ら れ る デ ジカ メ の 驚 異、 こ の 簡 単 さ は 目

か ら鱗 で した （ア ナ ロ グ で は考 え ら れ な い簡 単 さ）、 そ こ で 昔 撮 影 し た ス ラ イ ド を こ

の デジカメで接写 （接写距離 は６ｃｍ位） し、 写 真を始めた頃を思い出しなが ら接写画

像 を パ ソコ ン画 面 で 楽 し ん で おり ま す。

そ の ３
、
デ ジカメ で 「花 のあ ふ れ るま ち づく り を」 接 写 す る。

平 成１４年 度 か ら
、
「花 の あ ふ れ るま ち づく り」 を推 進 して お りま す、

「花 の都・ ち ば」
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の 都 市 イ メ ー ジ は 何 な の か、 どん な もの が 定 着 す る の か 悩 み な が らま ち な か を 探 検 と

散 策 で デ ジカメ 撮 影 を楽 しん で お りま す。

そ の ４、 「花 の都 ・ ち ば」 の 都市 イ メ ー ジ 定 着 を 目 指 し て おり ま す。

以前 から、 「ちばらしさ」 とは何な のかと言われて きておりま す、 政令 市移 行１０周

年 とな りま した が、 さ ら に魅 力 的 な 都 市 とな る よ う、 皆様 方 と 「ま ち
づく り」 の 心 を

一 っ に し な が ら 「花 の 都 ・ち ば」 で の 都 市イ メ ー ジ の 定着 の 実 現 に 取 り 組 ん で 参 り た

い と思 いま す。

おわ りに、 会員皆 様の益々の ご健勝と ご活躍を ご祈念申し上げます。
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古 里

千葉市住宅供給公社 総務課長 在 原 和 彦

房総半 島の ほぼ 中央部、 より 詳しく述べる と木更津駅 から久留里線 というローカ ル

線に乗り約４０分、 小櫃川の中流 域に位置し、 周 囲を山に囲まれた田園地 帯が、 生まれ

て こ の か た 私 が 住 んで い る と こ ろ で あ る。

周 辺 の 原 風 景 は 殆 ど変 わ っ て い な い が、
よ く よく 見る と 所々 に 変化 が 見 ら れ る。

ま ず山 が 変 わ っ た。
採 算 性 の 悪 い 林業 は敬 遠 さ れ、

そ の う え、
バ ブ ル 期 に は 所有 権

が代 わり殆 ど管理さ れない状況 で里山的雰 囲気が消失してきている。 そ のうえ、 小櫃

川流域 は良質な山 砂があり、 列 島改造ブーム以来山砂の採取が徐々 に行われ、 一部で

は、 ミ ニ グ ラ ン ドキ ャ ニ オ ン 的 風 景 を 醸 し 出 して い る。

ま た、 眼前 の 田 圃 に 大 区 画 に 再 整 理 さ れ、 大 型 農 機 具 の お か げで 農 繁 期 は あ っ と い

う 間 に 終 わ り、 昔 な が ら の 家族 総 出 の 作 業、 畔 で お 昼 を 取 る 風 景 は見 られなく な った。

自 然環境 は少 し変わったが （環境破壊という人もいる）、 反面 交 通環境 は大 幅に 良

化 し て き て い る。

３ 時 間 以上 か け て 東 京ま で 通 学 して い た の が、 ア ク ア ラ イ ンの 開 通 に よ り 東 京 ・横

浜等 には約１時間半、 東関道館山線の開通により千葉市に は１時間弱でそれぞれ出か

ける こ と が 可 能 に な っ た。

環 境 は 変 化 し て い る が、 変 わ らな い も の が あ る。 私 よ り 少 し下 位 の 世 代 ま で か も 知

れな い が、 人 情 と 相 互 秩 序 の 精 神 で あ る。

隣に病人がでれば協力 し、 地域のことは地域で解決しようとする毛構 えはまだ変わっ
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て いな い と 考 える
。

煩 わ しい と いう 人 もい る が、 こう い う 田舎 生 活 は 私 は 好 き です。
地 域 での 環 境 に 対

する 関心 も高まり、 合併 浄化 槽の導入 や集落 に近い ところの草刈 り・枝落し等 を有志

が再 開 し
、
春 の 山 菜 採 り ・夏 の 蛍 等、 昔 の風 景 は蘇 る も の と思 っ て い る。

私の住む小櫃地域の人 口は７千弱、 千葉市営住宅 に入居 してい る方は６千５ 百人程

と
、
小 さ な 自治 体 ぐ らい の方 が、 市 営 住 宅で 生 活 し て いる こと に な る。

現在、 快適な生活を して戴くため、 千葉市が計画 的に建替え したり、 公社で も外壁

や設備関係を計画的に直 しはしているが、 市営住宅 は４９団地あり、 建設年度の古 い団

地 も混在 し、 経年劣化に よる緊急的修繕や災害による被害の復旧等、 「千葉電設協会」

会員皆様方におかれま して は、 夜間・休日を問わず多大な ご協力 を戴いております こ

と を、 紙 面 を お 借 り して お 礼 申 し上 げ ま す。

供給公社を取巻く社会環境は厳 しい状況下に置か れております が、 今後と も千葉市

の住宅施策の一翼を担う公社と して、 「住み続 けたい、 住んで みたい 故郷千 葉 市」 に

向 け 鋭 意 努 力 を 重 ね た い と 思 い ま す
。

「千葉電設協会」 様におかれま して も、 今までと変わ らない ご支援、 ご協力をお願

い 申 し上 げ ま して 末 筆 な が らこ こ で 筆 を お か せ て 戴 き ま す。

含禽
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グ ッ ピ ー

㈱千葉市都市整備公社 建築課長 宮 本 恒 寿

最 近、 家 族 の最 大 の 関
心 事 は 熱帯 魚 の グ ッ ピーな の です。

な ぜか といい ま すと
、
グッ

ピーが子供を 産んだのです。 気がっく と誰かが水槽の前にへばりついて見ているので

す。

最 初 は飼 育 が 簡 単 と い わ れ て い る グ ッ ピー を 飼 う と な ぜ か す ぐに 死 ん で しま い、
子

供 を 騨 化さ せ る ど こ ろ か 飼 う の を あ き ら め て い ま した。
し ば らく して、

友人 か ら小 さ

い 子 供 グ ッ ピ ー を 貰 い、 「ま た、 だ め だ ろ う」 と 何 も構 わ ず ほ っ て お い た ら、 子 供
を

産んだのです。 それ以来家族の誰かが水槽 の前で飽きず に一日一日大きくなって いく

様子に見とれ、 大きくなった らどんな模様 のグッ ピーになるのか一喜一憂 しておりま

す。

何 も しな か っ た 事 が 幸 い し 辮 化 しま した が、 みんな そ のこ と は忘 れて 「次 はどの グッ

ピー を 飼 っ て 舞 化さ せ よ う か」 話 して お り ま す。

い ろ い ろ失 敗 し て分 か っ た の で す が、 グ ッ
ピー 飼 育 の 注 意 点 に っ い て お教 え い た し

ま し ょ う。

１点目は、 水槽をセットする際には水道水の塩素を抜く だけで はなく、 魚によっ て

ｐＨ 調 整 が必 要。

２ 点 目 は
、
水 槽 に 魚 を 入 れ る 際に は 水 に 馴 染 ま せ て か ら 入 れ る。

３ 点 目 は
、
グッ ピー は 胎 生 な の で、

吸 い 込 み ロ のあ る 循 環 装 置 を 使 う と 稚 魚 を 吸 い

込 ん で しま う の で 吸 い こ みロ に カ バー を 付 け る。



（１６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

４ 点 目 は、 小 さ い う ち は親 と い っ し ょ に して お く と食 べ られ て しま う 恐 れ が あ る の

で 分 ける。

みな さ ん も グッ ピー 飼 っ て みま せ ん か面 白 い で す よ。

おわり に

貴協会 と、 会員皆様 方のご健康と ご発展を心 よりお祈り申し上げます。

Ｏ
Ｏ
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・ ｏ
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１７）

私と植木の出会い

協同組合 千葉電設協会 理事 滝 口 勝 征

夏 も終 り
、
山 は 紅 葉 が 始 ま り 里 で は柿 ・ ミ カ ン がオ レ ン ジ に色 づく 季 節 にな る と、

毎 年 思 い 出 す こ と が あ り ま す
。

も う２０年 も 前 の こと で す が、
仕 事 で 造 成 現 場に架 設工 事 に行っ た折、 昼休 み に、 フッ

と何気なく前を見ると、 形の良 い伐根 した木 が無造作に積 み上 げられて いま した。

現 場 監 督 さ ん に 「そ の 木 は ど う す る の」 と 訪 ね た ら
、
「別 の 場 所 に 持 っ て 行 き、 機

械 に 入 れ て チ ッ プ用 に 処 理 を して、
自 然 林 の 樹 木 の 周 り に おい て や る」 との事 で した。

私 は、 監 督 さ ん に、 そ の 中 の 山ッ ッ ジ等 の 枝 振 りの 良 い もの を少 し貰 っ て も良 い か

と 聞 い た 所、 「何 に す る のか ね ？」 と 聞 か れ、 形 の 良 い もの を 畑 に 植 え て み た い と 答

え ま した。 来 年 花 が見 られ る か も と期 待 を し て、 ５～ ６ 本 畑 に植 え、 時 々 畑 に新 芽 の

夢 を 見 な が ら春 ま で 通 い ま した。

ど う で しょ う、
期 待 どお り 新 芽 が 萌 き始 め ま した。 こ の 時 は本 当 に 感 動 を し、 又 生

命 力 の 強 さ に 感 心 を致 しま した。

そ れ か ら
、
三 年 位 経 過 した 頃、

地 元 の 植 木 職 人 が 見 え て、 「そ の 木 は 何 本 か 鉢 に 上

げ て、
数 年 す れ ば

、
少 し は見 ら れる 盆 栽 に な る よ」 と 言 わ れま した。

又、
「松 で 言 え ば、 黒 松

を赤 松 に す るな」 と も言 わ れ、 自 分 に は 何 の 事 や ら 意 味 が

良 く 解 らず、 訪 ね た 所 「枯 らす こ と だよ」 と 言 わ れま した。

そ の 植 木 屋 さ ん の 気 持 ち の 良 い こ と、 そ れ な ら俺 が と 言 っ て、
黒 松 と サ ッ キ の 鉢 物

を 数 鉢 持 っ て 来 て 頂 き ま した。 これ が 私 と 鉢 物 の 出会 い で す。



（１８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

植 木 屋 さ ん 曰く、 「鉢 物 を 始 め るな ら、 最 初 は、 １ 鉢、 ２鉢 だ と 水 や り を 忘 れ て、

枯 らす事が多 いので数鉢 もっていれば、 忘 れることなく良く面倒 を見てやれる から」

の 一 言。

今 で は 大 小 合 わ せ て５０鉢 く らい に な り、 休日 は 朝か ら妻と ２人 で手 入 れに夢 中 にな っ

て お り ま す。 あ る 夏 の 休 日の 午 後、 仲 間 と縁 台 で ビ ー ルを 飲 ん で いた とき、
鉢 物 の
、

木 の 枝 先 が しお れ て い る の を 見 た と き、
“俺 た ち に も水 く らい く れ よ” と 言 っ て いる

よ う で、 樹 木 は 子 供 の よ う に 可 愛 い な と 思 い ま した。

今でも造成現場に行くと必ず周囲を物色 しますが、 年々自然が破壊され自然が少な

く な っ て 行 く こ と は、 非 常 に 淋 しい 思 い が 致 しま す。

今後も樹木を大切に、 自然を大切に一生自分と共に生きて行こうと思っております。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （１９）

北 へ

北園電業㈱ 代表取締役 北 園 皓 三

北 へ、 とい う タ イ ト ル は よく 使 わ れま す が、 こ れ は 私 が１９歳 ～２２歳 の 間、
北 海 道 で

暮 ら して い た 頃の こ と です。

高校卒業と同時に航 空自衛 隊に入 隊し、 熊谷で ３ ケ月 間１，０００人位 で新 入 隊員教 育

を受け、 浜松航空自衛 隊で は３０人位 で半年 ほどレーダーメ ンテの教育を受け全国３０余

の レー ダー サイ トに １ 人 ずつ 配 属 さ れま した。 私 の 第
一希 望 は 奥 尻 島、 第 二 希 望 は 稚

内で したが、 第二希望の稚内に決まり、 同期と別 れ一人でいざ北へ、 青森か ら青函連

絡 船 に 乗 り ドラ の 音 が 鳴り 響 く 中、 何
か寂 しい 思 い が し た こ と を 思 い 出 しま す。

最 北 の 駅 稚 内 に 降 り た の は
、
年 の 瀬 の 寒 い 朝 で、 駅 前 か ら 見 る 町 は、

前 に は 小 高 い

丘が左右に広がり雪雲 が低く垂れ下 がり、 人通り の少ない港町で、 当時の人口 は４万

人 ほ ど で した。

部隊は、 陸海空一緒で 隣に米軍基地 があ る最前 線基地でした。 任務はそれぞれ違い

ま す が
、
航 空 自 衛 隊 は、 富

士 山 レー ダ ー の よう に 山 頂 に レー ダ ー を 設 置 し、 北 の 空
を

警 戒 し て い ま した。 又、 よ く 樺 太 上 空 で演 習 ・ 電 波 妨 害 ・ 領 空 侵 犯 な ど で ス ク ラ ン ブ

ル を か け る こ と も 有 り ま した。

山 頂 か らの 眺 め は、 前 方 に は 樺 太、
西 は利 尻 ・ 礼 文 島、 東 は 宗 谷 岬 と 素 晴 ら しい 景

色 の 中
、 冬 の 厳 しさ か らま ち どお しい 春 の 素 晴 ら し さ を 体験 し、 仕 事 が 出 来 ま した。

隊 舎 で は、 仲 問 と テ レ ビニ ュ ー ス で 連 日放 送 さ れて いた 学生 運動 を討 議 したり、 ス
ポー

ッ ・ 趣 味 に と 皆 青 春 を 楽 しん で い ま した。
もち ろ ん 酒 ・女 ・ 喧 嘩 も … …。



（２０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

自衛隊に入隊して同世代の仲間と将来を語り合い、 社会を見っめる時間 があ った事

は 自 分 に と っ て 良 い 思 い 出 と な っ て お り ま す。

今、 若 者 が 仕 事 も な く、 町 に た む ろ して い る 姿 を 見 る と、 「青 春 し て る ？』 と 問 い

か け た く な り ま す が、 逆 に こ の 不 況 に く親 父 た ち しっ か り して く れ よ〉 と 言 葉 を返 さ

れ そ う で す。

レ
／



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２１）

富 士 登 山

首都圏東芝電材㈱ 支店長 佐 藤 敬 明

平素は格別の ご高配を賜り、 厚く御礼申 し上 げます。 ま たこの度 は 「千葉電設協会

だより」 第十七号発刊に対 し、 心か らお祝い 申し上 げます。

さて、 この夏生まれて初めて 「富士登山」 に行って来ま した。 「富士 山」 日本 人な

ら誰 もが知っている山、 日本最高 峰であり、 老若男女を問 わず毎年約３０万人の登山客

が 訪 れ る。 生 涯 一 度 は登 っ て み た い 山 と 思 っ て い る 方 も多 い の で はな い で しょ う か。

学生時代の友人と卒業３０周年を記念 して何か思い 出をと決定。 飲んだ勢 いとは言え、

とんで もない安請 け合いを した もの だと後悔 しても始ま らず、 日頃不摂 生の見本のよ

う な 生 活 を 繰 り 返 し てき た 小 生 に とっ て 日が 近 づく にっ れ、 不安 は募 る 一 方。 三 ヶ月

前 か ら通 い だ した ス ポ ーッ ク ラ ブ も付 焼 き刃 も い い所。 あ っ と いう 間 に 当 日 とな り、

友人９人と新富士駅 に集合、 富 士吉田五 合目ま で行き、 そ こから出発、 皆で励ま し合

いなが ら約３時間登って、 八合 目の小屋 で泊。 翌朝３時起 床して山頂を 目指す。 途中

九 合 目で 辺 り で 素 晴 ら しい ご来 光 を 仰 ぎ、 朝 日 に 向 かっ て、 日々 の感 謝 と今後 の 繁栄、

健 康 を 祈 っ た。 そ の 後、 残 る 力
を 振 絞 り 山頂 へ 到 着。 幸 い に も好 天 に 恵 ま れ３６０度 の

大 パ ノ ラ マ 展 望 を 観 る こ とが で き た。 お鉢 巡 り の 後、 一 気 に 下 山。 ひた す ら 砂 礫の ジ

グザ グ道が続き、 膝 や筋肉が ガタガタになり ながらも何 とか無事五号 目着。 そ して近

く の コ テー ジで も う一 泊、 感 動 と 心地 よ い疲 労 感 の 中、
美 酒 に 酔 い し れ た

。

千里の道 も一歩 から、 標高３７７６Ｍと聞く と気が遠くなっ てしま うが人 間の力 は偉大

な も の、 感 激 の 富 士登 山で した。



（２２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

富 士 登 山 を 体 験 し、 日 々 忘 れ が ち な こ と を あ ら た め て 教 え て く れ た 気 が しま す。 ま

ず、 目 標 を 持 つ こ と。 そ し て そ の 目 標 に 向 け て 地 道 な 努 力 を 続 け る こ と の 大 切 さ。 ま

た 一 人 で は 挫 け そ う な 気 持 ち も 仲 間 と の チ ーム ワー ク や競争 心 の大切 さ
。 コミュ ニ ケー

シ ョ ンの 重 要 性。 そ し て 登 頂 す る こ と で 目 標 が 達 せ ら れ た の で は な く、 無
事 下 山 して

初 め て 目標 の 達 成 であ る こ と。 等々 当 た り 前 の こ と で あ り な が ら、
仕 事 に も 通 じ る 数

多く のことを再認識させ てく れた富士 登山でした。

ま だ富 士 山 へ 登 った こ と が な い 方 も 大 勢 い ら っ し ゃ る と 思 いま す が、 来 年 の 夏 に で

も一 度 登 っ て み て はい か が で す か。

最後に、 首都圏東芝電 材㈱は皆様方 により一層満 足していただけるよう 「商品力」

「価 格 力」 「ス ピ ー ド」 の ア ッ プ に努 め てま いり ま す の 今 後 と も益 々 の ご指 導、
ご 支 援

を お願 い い た しま す。

以 上
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２３）

心 からのおもて なしを志 して

㈲彩花 代表取締役 鈴 木 美 樹

初め に、 ㈱千葉電 設協会の皆様方には、 格別の ご愛顧を賜り厚く御礼申 し上げます。

さ て、 こ の た び諸 先 輩 方 を さ し お き、
業 種 違 い の 私 ども に 投 稿 の 機 会 を 与 え て い た

だきま した事務局及 び役員の皆様 に感謝致 しております。

弊 社 は、 平 成１２年 ５月 に設 立 致 し、
各 種 「イ ベ ント ・ パ ー テ ィ ー ・ ご宴 会」 の 企 画、

運営を 行いお客様の ご接待に華 を添える会社でございま す。

思え ば３年前、 当 時も不況の真 っ只中であ り、 まわりから数多くの反対意見を押 し

切 っ て のス タ ー トで し た。

お 陰 様 で 日々、 お 客様 に支 え ら れ、
社 員 に 支 え られ な が ら 昨 年 に は

、
千 葉 市 観 光 協

会 様 よ り ご推 薦 を い た だ き “千 葉 と っ て お きＣＨＩＢＡ２００２” に、 コ ン パ ニ オ ン会 社 と

して 初 め て 掲 載 さ せ て いた だく 事 が で きま し た。

人 生 に お い て コ ン パニ オ ン業 し か 脳 がな い 私 は、 仕 事 が 命 で１２年 間 ご接 待 さ せ て い

ただいております。 常にお客様 は神様 であ り感 謝致し、 宝物である社員を愛 していま

す。 お 客 様 と 社 員 の 両 輪 が あ っ て こそ 会 社 の発 展 が あ る と思 い つ つ が ん ば っ て お りま

す
。

「彩 花」 の 基 本 姿 勢 と して は、 １ に笑 顔、
２ に 気 配 り、 ３ に 教 養 等 を常 に 意 識 し、

お

客 様 に 対 して “心 か らの お もて な し” をス ロ ー ガ ン に し て お りま す。 日 頃 か ら社 員 の

育 成 に お い て は、 コ ン
パ ニ オ ンと して の マ ナ ー は も ち ろ んの 事、 ご満 足 で き る 時 間 を

過 ごし て い た だ き、 お 客 様 の ニ ー
ズに こ た え ら れ る よ う社 員 一 同 努 力 し

、
再 度 の お 声



（２４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

がかかるよう信頼と実 績を高めようと前進 しております。

ま た、 ご贔 屓 を いた だ い て い る お 客 様 を は じ め、 す べ て の こ宴 席 は、 色 と り ど り の

花 （女性） を・咲かせ （教育） ・彩花の華でうめっくす事 （営業） が私の夢 でござい

ま す。

最後になりま したが、 彩花を支えてくださる皆様に心より感謝 申し上 げ、 鰯千 葉電

設協会様の益々 の ご発展と会員皆様方の ご健勝と ご活躍をお祈り致 します。 ありがと

う ござ い ま した
。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２５）

賛助会員名簿
資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メ ーカー部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 東 京 支 社 長 栗田 泰史
１０５－

０００１

東京都港区虎ノ門２４番１０号

三興 第一 ビル６Ｆ

０３－３５０１－０４０１

０３－３５０１－００８７

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱
配 電 盤 営 業 部

次 長
丹 羽 和 雄

１４１－

８６４６

東 京 都 品 川 区 東 五 反 田

２ 丁 目 ２ 番 ７ 号

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和田龍二郎
２６４－

００１７

千葉市若葉 区加曽利 町

４７５番地１

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 浅 井 祐 一
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１２番１２号 金 剛 ビ ル ４ Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

松 下 電 器 産 業 ㈱
電材営業本部

首都圏支店長
成澤 輝悦

１０５－

０００４

東 京都港 区新橋６丁 目１７番

１５号ナ ショナ ル２号館

０３－３４３１－２４１１

０３－３４３６－１３８９

ミ ヤ コ 電 機 ㈱
千 葉 営 業 所

係 長
神 川 一 彦

２６０－

０８０７

千 葉市 中 央 区 松ケ丘 町２０番 ４ 号

松 ケ丘ガーデ ンヒル２ Ｆ

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 関 東 扇 港 電 機
代 表 取 締 役

副 社 長
前川 和彦

２６２－

００４３

千 葉市花見 川区作新 台

４丁 目１３番１２号

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４５３０

首 都 圏松 下 電 材 シス テ ム ㈱ 千 葉 営 業所 長 松 本 卓
２６０－

０００７

千 葉 市 中 央 区 祐 光

２ 丁 目１１番１６号

０４３－２２７－９３０１

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千葉営業所長 宍倉 卓夫
２６０－

００４５

千 葉市中央区弁天

３丁 目６番４号

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千葉 営 業所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１

千 葉 市 中 央 区 都 町

２ 丁 目２３番１２号

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

首 都 圏 東 芝 電 材 ㈱ 千葉 支 店 長 佐藤 敬明
２６０－

００２４

千葉市中央 区中央港

２丁 目４番１号

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

新 東 京 電 材 ㈱
千葉 営 業 所

常 務取 締 役
川 崎 忠雄

２６０－

０８４３

千葉市中央 区末広

３丁 目５番７号

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱
首 都 圏特 機

営 業 部 長
榊 忠

２６０－

００２４

千葉市中央区中央港

２丁 目５番１２号

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

ト シ ン 電 機 ㈱ 千葉 営 業 所 長 関 根 誠
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱ 東関東支店長 小林 暁
２６３－

００４２

千葉市稲毛区黒砂

１丁 目５番１４号

０４３－２４１－２５５２

０４３－２４レ２４７２

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 千 葉 支 店 長 藤 川 裕
２６０－

０００７

千 葉 市 中 央 区 祐 光

４ 丁 目 ９ 番 １ 号

０４３－２２２－７７６５

０４３－２２２－１８８０



（２６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み っ わ 台

２ 丁 目３４番 地

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良昭
２６４－

００２２

千葉市若葉区桜木町

５１１番地１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２

千 葉 市 中 央 区 寒 川 町

１ 丁 目２１４番 地

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

千 葉 デ ー タ 通 信 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
久 我 康

２６０－

００１７

千 葉 市 中 央 区 要 町 ２ 番 １ 号

ウ オ ン ズ 東 千 葉２０１

０３０－２２１－００８１

０３０－２２１－００８２

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営業 所 長 平 原 俊 和
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２ 丁 目２０番 ４ 号

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 宮 川 欣丈
２６０－

００１８

千葉市中央区院内

１丁 目２番 １号

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 千 葉 支 店 長 田中 孝治
２６４－

００１７

千葉市若 葉区加曽利町

９３４番地 の６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 水 口 敬 伸
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５ 丁 目１２番 ５ 号

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 岡 繁 雄
２６０－

０８２１

千 葉 市 中 央 区 若 草

１ 丁 目 ２ 番１２号

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 秋 光 勲
２６０－

００２１

千 葉 市 中 央 区 新 宿

２ 丁 目 ３ 番 ６ 号

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千葉営業所長 大 枡 三男
２６０－

０８３４

千葉市中央区今井

３丁 目１４番２号

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

小 糸 工 業 ㈱ 千葉営業所長 石 井 忠義
２６０－

０８５４

千葉市中央区長洲

２丁 目１３番６号

０４３－２２２－９１２６

０４３－２２７－４０８１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ 千葉営業所長 朝 倉 宏行
２６０－

００２６

千葉市中央区千葉港４番３号

千葉県経営者会館４Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
高 橋 康 文

２６１－

７１３３

千 葉市 美 浜 区 中瀬 ２ 丁目 ６ 番地

ＷＢＧマリ ブウエ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

＊各部 門五十 音順 に掲 載

＊太字 は広告掲載会社



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２７）

一総会報告一

第１８回 通常総会開催

第！８回通常総会 が５月２４日２ 時５０分より千葉 市内の グリーンタワーパ レス千葉に於

いて組 合員７８名 （委 任状含む） 出席のもと開催した。

総会 議案審議に先立ち理事長挨拶後、 議案審議に はいり、 平成１３年度事業経過報告、

同収支 決算報告、 監 査報告、 平成１４年度事業計画案、 同収支予算案な どを原案通り可

決 承 認 し た
。

引き 続き、 千葉市 建築部建築設 備課より、 今年度の主な工事概要及び工事検査の動

向等にっ いて説 明会 を開き総会、 説明会ともに終了 した。

総会 終了後、 千葉 市長をはじめ とする市幹部職員、 外郭団体幹部、 千葉県中小企業

団体中 央会、 関係 団体等の ご来賓 をお招き して、 総勢１３８名の 出席 の もと懇 親会 が開

催 さ れ た。

席上、 好地 理事長 は、 「我々は次世代を担う青年部と もども、 市 当局 の発 展 と会員

の た め に、 各 資材 メ ーカ ー を 中心 と す る コ ス ト 縮 減 に っ な が る 新 製 品 の 情 報 提 供 の 研

修会、 法令 の勉 強会、 施工技術研 修などの情報の共有化を図り、 公共工事のコス ト縮

減に最善 の努力を傾 けたい」 とした上で、「この厳 しい経営環境 の中、 協会 の基 本理

念に基 づき各社と も自助努力 を重 ね、 組合員各社の連携を図り、 技術力や管理能力の

向上の みな らず、 各 企業 の健全な る経営体制づくりに努める所存」 との決意を しめ し

た
。
な ご やか な 雰 囲 気 の 中、 懇 親 会 は 午 後 ６ 時３０分 に 散 会 した。

（滝口勝征）



（２８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

一 鑛霧雛鰻鍵勲
千葉市では、 市と事業者が連携を図りなが ら、 環境にやさ しいまち づくりを推進 し

ていく ため、 事業者に地球 環境に配慮した取組みを実践 していくこと を目的に市内 の

事業者と 「千葉市地球環境 保全協定」 の締結を進めています。

今回、 市環境局環境保全部環境調整課より本協定の締結について協力の依頼があり、

当組合では組合員３７社より本協定締結の承諾を頂きま した。

これに伴い、 平成１４年７月１６日千葉市役所本庁舎に於いて、 市環境局長を初めとす

る市当局関係者と本協定締結の事業者 「当組合代表と して好地理事長、 小泉副理事長、

滝口理事、 組合員より㈱しまでん嶋田氏」 出席のもと、 本協定締結の調印式と環境保

全活動に係る意見交換等が執り行われま した。

地球環境保全協定の概要

１
． 目 的

千葉市と事業者とは本市における良好な環境の保全及 び創造、 地球 にやさ しく、

資源を効率的、 循環的に利用 した持続的発展が可能な社会の構築及 び環境への 負

荷が少ない都市づく りの推進等を行う。

２
．
対 象 者

サ ー ビス 業、 宿 泊 業、
小 売 業
、
建 設 業
、
運 輸 業
、
金 融 業 等 の 事 業 者 を対 象 と し、 製

造業に係る事業者は除きます。

３． 協 定 の 主 な 内 容

ア 地球環境保全に関する事項をは じめ、 低公害車の導入、 省エネ ルギー対策な ど

１５項 目 か ら 構 成 して い ま す。

イ 本協定は、 事業者自らが主体的に環境保全に対する意識を持ち続 け、 率先 して

取 り 組 む こ とを 目 指 して い ま す。

ウ 協定を締結 した事業者 は、 具体的な取組み目標や内容について、 年度毎の環境

保全計画書、 また、 当該年度終了後、 目標の達成状況にっいて、 環境保全報告 書

を 作 成 し、 市 に 提 出 して い た だ き ま す。

工 協 定 締 結 の 期 間 は、 締 結 日 よ り ５ 年 間 と し、 以 後 は継 続 と しま す。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （２９）

青年部活動について
青年部 部長 小 川 力

（高率電設株式会社）

青 年 部 で は、 ５ 月２８日 の 総 会 を経 て、 大 き な 行 事 と して は、 ６月３０日 に地引 網 大会、

１０月１１日 に キ ャ ド講 習 会 を 開 催 致 しま した。

地引網大会 は、１０５名 （内 子供３３名） の参加を いただき、 生憎 の 小雨 の降 る中で

した が、 子 供 た
ち の 「ヨイ ショ、 ヨイ シ ョ」 と 力 い っ ぱい 網 を 引く 掛 け 声 と と も に、

大海 原から引き上 げられる活 きのよい魚に、 大人たちからも歓喜の声があがり童心に

返 り ま し た。

又、
バ ー ベキ ュ ー 大 会 は、 捕 り た て の 魚の 唐揚 げや 親会 か らの 差 し入 れの 上肉 ・ソ ー

セ ー ジ 等 も たい ら げ お 腹 い っ ぱ い に な っ た 後、 散 会 致 しま した。

特 に お子 様 と い っ しょ に 参加 さ れ た 方 は、 存 分 に 楽 しん で い た だ け た の で は な い か

と思 いま す
。

キ ャ ド講 習 会 で は、 一 部 の Ｊ Ｗ キ ャ ドの 講 習 に４３名、 二 部 の 千 葉 市 の 説 明 会 に は３６

名 の 出 席 者 で し た。

一 部の講習会では、 当初の予想を越えた参加申 し込みをいただき急遽、 会場を二っ

に分 けての開催となりま したが、 出席者の ご理解の もと無事成功させる ことが出来ま

し た。

ご 当 局 か ら は、 こ れ か ら の 図 面、 書 類 の デ ー タ 化 に 関 連 す る 貴重 な お話 をいた だき、

改めて施工者のＩＴ関連への対応が急務であることを実感致 しま した。

ア ンケ ー ト の 結 果 と も 見 合 わ せ ま す と キ ャ ドを 始 め と す る 電 気 設 備 工 事 に お け る Ｉ

Ｔ関連への関心をさ らに高める必要があると痛切に感 じとりま した。

こ の 講 習 会 に 先 立 ち、 キ ャ ドの 利 用 状 況 に つ い て ア ンケ ー トを 実 施 致 しま した が、

組合員７９社全員のお返事をいただきま して有難う ございま した。 御礼申 し上 げます。



（３０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

（結果 は、 次項にて報告）

当局か らは当協会のキャ ド講習会に関する取り組み に対して大変 感謝さ れ、 皆 様の

関心 の 高 さ に は恐 縮 して お り ま した。

ア ンケ ー ト 結 果 は、 レ
ベ ルア ッ プの 為 の 講 習 を 望 ま れる 方 が 多 数 あ り、 青 年 部 で も

引 き 続 き キ ャ ドの 講 習 を 計 画 して い き た い と 思 っ て お り ま す。 又、 Ｌ Ａ Ｎ 関 連 及 び

消防関連の講習会等も予定 しております ので、 皆様の積極的な ご参加をお待ち してお

りま す。

青年部 は、 現在３４名の部 員で構成され ております が、 より充実した活動とす る為に

も、 常 時部 員 を募 集 して お りま す の で、
ご協 力 の 程 よ ろ しく お願 い 申 し上 げま す。



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３１）

ＣＡ Ｄ 講習 会 ア ンケ ー ト集 計 ・ 分 析 報 告 書

ア ンケ ー ト

回 収 数
７９社

ア ンケ ー ト

未 回 収 数
０ 社

ア ン ケ ー ト

回 答 率
１００％

Ｃ Ａ Ｄ 使 用 状 況

Ｃ Ａ Ｄ 使 用

Ｃ Ａ Ｄ 未 使 用

５２社

２７社

６５．８０％

３４．２０％

睡 Ｃ ＡＤ 使 用 翻 Ｃ Ａ Ｄ未 使 用

使 用 Ｃ Ａ Ｄ の 種 類

（重複使用 有）

Ｊ Ｗ Ｃ Ａ Ｄ １６社 ２３．
２％

Ａ Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ Ａ Ｄ １９社 ２７
．
５％

Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｉ Ｔ Ｙ １０社 １４
．５
％

電 設 Ｃ Ａ Ｄ ５社 ７．８％

そ の 他 １９社 ２７．０％

■ Ｊ Ｗ Ｃ ＡＤ 翻 Ａ Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ Ａ Ｄ 騨 Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｉ Ｔ Ｙ 團 電 設 ＣＡ Ｄ □ その 他

Ｃ Ａ Ｄ デー タ （受 取 用）

ファ イ ル形 式

Ｄ Ｘ Ｆ ４９社 ９０
．
７４％

Ｓ Ｘ Ｆ １ 社 １．８５％

そ の 他 ４ 社 ７
．
４１％

躍 Ｄ Ｘ Ｆ 翅 Ｓ Ｘ Ｆ □ そ の 他



（３２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

第４９回 ゴル フ コ ンペ 開 催

恒 例 に な り ま した 当 協 会 の ゴル フ コ ンペ は、
平 成１４年１０月 ３ 日、 東 千 葉 カ ン ト リ ー

クラ ブにて開催致しま した。 例年になく今回は、 参加者多数で７組２８名と盛大 に行 わ

れま し た
。

前々 日 の 大 雨 強 風 で コ ー ス の方 も か な りそ の っ め 跡 を 感 じ た もの の
、
自 前 の 腕 で 難

なく ク リ ア しま し た が、 上 が っ て 見 れ ば ス コ ア に 響 い た 方 も …。

そ んな コ ー ス で した が、 晴 天 の元、 楽 し い 一 日 を す ごす 事 が 出 来、 良 い 大会 で した。

次 回 は５０回 記 念大 会 な の で、 多数 参 加 し て 頂 き、
楽 し い コ ン ペ に した い と思 います

。

優 勝 力 タ デ ン 片 岡 達 雄 さん

２ 位 モ デ ン 工 業 曽 根 恒 夫 さん

３ 位 北 陽 電 機 産 業 久 保 昭 雄 さん



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３３）

第９回麻雀大会開催

平 成１４年 ８月２３日、 第 ９ 回 麻 雀 大 会 が 「錦 鯉」 に て 開 催 さ れ ま した。

参 加 者２４名
、
昼 食 は 毎 年 勝 負 に 勝 つ と い う ジ ンク ス で カ ッ 丼 で す。

こ れ か ら勝 負 に

望 み
、
今 年 こそ “優 勝’ と 食 べ 方 に も ガッ ッ が 感 じら れ ま した。

参 加 者 は
、
い つ ものメ ンバ ー で 和 気 あ い あ い。

中 に は 仕 事 で 顔 を 合 わ せ る 事 も少 な い 方 も、
そ こ は気 心 しれ た 麻 雀 仲 間。

心 が 一 っ に な っ て 卓 を 囲 み リ ーチ だ、 ロ ン
だ
、
と楽 しい 雰 囲気 で 時 は 流 れて 行 き、

さ あ 一 発 表 で す。
今 年 の 優 勝 者 は… …

優 勝 新 千 葉 電 設 染 谷 光 孝 さん

２ 位 城 南 電 設 企 業 徳 久 昌 之 さん

３ 位 昭 永 電 設 二 井 浩 司 さん

雛擁

１鎌ｉ

・蕊磯



（３４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

㍉レ 声 、 声 、 ♪ 》 ♪ ∀ 声 ヤ ♪ ∀ 声 》 ♪ 、 ♪ 》 ♪ ヤ 声 ヤ 声 ∀ ’ 》 ρ ヤ 声 、 ♪ 、 声 ㌧ 声 》 ♪ 》 声 ㌧ 声㍉レ ♪ ヤ ρ ㌧ 声 ヤ ♪ 》 ρ 、 ’ ▽ ♪ ∀ 声 、 ♪ ヤ ♪ 漸 ♪
㍉
レ♪ 、 ρ ㌔ 声

㍉
レ’ ヤ ♪ 、 ♪ ヤ ♪ 》 ’ 、 ♪ ヤ ♪ 》 ρ 》 ’ ヤ ♪ 》 ♪

㍉
レ ♪ ヤ ♪ 、 ♪》 ’

｛ 参
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｛ 参

４ヘ
ヤ声
４ へ

㌧ ♪

災害対策連絡網について

協同組合千葉電設協会で は協同 組 合千葉 設備 協会 と 協同 で平成１０年 ８月

２６日 に千葉市と協 定書を結 びま した。 内容 は 「災害 時にお ける応急設備 工事

等の協力 に関する協定」 であります。 具体的 には災害時の 緊急対応とい うよ

り万 が一被災 した 後の応急処置 に対す る工事 の協力と理解 して下さい。

千 葉 市 よ り要 請 を 受 け た 時、 組 合 員 はそ の 要 請 に 対 応 い た しま す。 日 頃 の

備えと して、 組合は災害対策連 絡網をはじめと した次の事を組合員の協力を

得 て 整 備 し て お り ま す。

１， 災害対策連絡網は毎年記載内容の変更等の更新を しています。

２． 更 新 さ れ た．災 害 対 策 連
絡 網 を 毎 年 全 組 合 員 に 配 布 して い ま す。

３． 人 材、 資
材、 機 材 等 の 供 給 体 制 を 全 組 合 員 全 体 で 確 立 し て おり ま す。 各

年度 ごとに変更内容を確認 し更新 します。

４
． 万
が 一 要 請 （通 常 は文 書 で き ま す） が あ っ た と き は、

応 急処 置の 工 事 を

行い、 決まった書式の完了報告書 や事故報告書等提 出する ことになって い

ま す
。

万が一の 時、 社 内で解 かるよう ご指導願 いますゐ

な お、
解 か らな い こ と は事 務 局 ま で 申 し出 く だ さ い。

４ へ

》 声

４ へ
㍉
レ’

備 え あ れ ば 憂 い な し

災害 時の対応を会社や ご家庭で話 し合われて いますか… ？

この機会 に再確認 して身近なと ころから備えま しょう。
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３５）

事 務 局 だ よ り

囹 言卜 報

（組 合 員）

● ㈱ 北 斗 電 業 営 業 部 長 山 田 恒 夫 様

平成１４年２月２８日 享年５３才

● 小 峯 電 業 ㈱ 代表取締役 小 峯進二氏 御 尊父 岡 田 重 正 様

平成１４年４月２７日 享年８４才

● ㈱ 染 谷 電 気 商 会 代表取締役 染 谷 久 雄 様

平成１４年１０月２９日 享年５５才

謹んでお悔 やみ申し上 げます

囹 新規加入組合員

（組 合 員）

Ｈ１３． １２月 松 戸 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 松 戸 與 亮 氏

（住 所） 千葉市花見川区幕 張町２丁目１０２４

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２７６－７８０１ （ＦＡ Ｘ） ２７２ －５５２１

Ｈ１４． １月 汐 浜 電 設 工 業 代 表 取 締 役 池 田 義 夫 氏

（住 所） 千葉市中央 区松ケ丘 町３２９

（Ｔ Ｅ Ｌ） ３００－１１９０ （ＦＡ Ｘ） ２９１ －５２８１

Ｈ１４． ５月 株式会社 千葉ケイ テクノ 代表取締役社長 柳 下 昌 孝 氏

（住 所） 千葉市中央区新宿２丁目１番２４号

（Ｔ Ｅ Ｌ） ３９５ －８０４０ （Ｆ Ａ Ｘ） ２０３－６２５２



（３６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

囹 住所変更

（賛助会員）

Ｈ１３
．
１月 株式会社 愛知電気製作所

（新） 東京都港区虎ノ 門１丁目２４番１０号 三興第１ ビル６Ｆ

（Ｔ Ｅ Ｌ） ０３ －３５０１ －０４０１ （Ｆ Ａ Ｘ） ０３－３５０１ －００８７

東京支社長 栗 田 泰 史 氏

（旧） 千葉市中央区神明町２００番地 秋葉コーポ２０３

千葉営業所長 柘 植 和 光 氏

囹 社名変更

（賛助会員）

Ｈ１４． ４月 （新） 首都圏松下 電材システム株式会社

（千葉市中央区祐光２丁目１１番１６号）

千葉営業所長 松 本 卓 氏

（旧） 光良ナショナル電材株式会社

囹 代表者変更

（組 合 員）

Ｈ １４
．
６ 月 京 葉 エ フ ・ デ ィ ・ ケ ー 株 式 会 社

（新） 代表取締役社長

（旧） 代表取締役社長

Ｈ１４． ７月 株 式 会 社 千 葉 ケイ テク ノ

（新） 代表取締役社長

（旧） 代表取締役社長

（賛助会員）

Ｈ１３． ２月 小島電機工業株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

氏

氏

夫

彦

端

勝

谷

田

榎

深

氏

氏

一

孝

淳

昌

本

下

野

柳

氏

氏

夫

美

卓

利

倉

部

宍

阿



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

Ｈ１３． ４月 松下電器産業株式会社

（新） 電材営業本部首都圏支店長

（旧） 東部支店長

Ｈ１３
．
１０
，
月 ミ ッ ワ 電 機 株 式 会 社

（新） 首都圏特機営業部営業第四部長

（旧） 千葉特機営業所長

Ｈ１４
．
４月 ミ ヤ コ 電 機 株 式 会 社

（新） 千葉営業所係長

（旧） 千葉営業所長

Ｈ１４． ４月 首都 圏東芝電材 株式会社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長

Ｈ１４．
４月 岩 崎電 気 株 式 会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業 所長

囹 退 会

（賛助会員）

０ 日本 ア ン テ ナ㈱

○ 因幡電機産業㈱

氏

氏

悦

悦

輝

輝

澤

澤

成

成

榊

榊

氏

氏

忠

忠

神 川 一 彦 氏

安 藤 富 男 氏

佐 藤 敬 明 氏

鹿 山 高 男 氏

氏

氏

男

正

三

安

桃

石

大

武

平 成１３年 ４月２０日 付 に て 退会 さ れま し た。

平成１４年３月３１日付にて退会さ れま した。

（３７）



（３８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

告報果結札入
聴肌卜肌Ｈ

単位： 千円

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札 金額

Ｈ１３．
１１
．７
千 葉 市

中央消防署 臨港出張所・車庫兼

倉庫改築電気設備工事
豊 田 電 気 １４

，
７６０

１１． ７
ノノ

多 部 田 町１５号 線 他 ・ 道 路 照 明 灯

設 置 工 事
東 和 電 気 工 事 ５，３００

１１．１３ 都市整備公社
柏台小学校 ・高圧ケー ブル改修

工事
吉 田 電 設 ３，９４０

１１．１４ 千 葉
市
稲毛中学校 ・受変電設備改修 工

事
安 藤 電 気 工 事 ６，０００

１１．１４ 都市整備公社
真 砂第四小 学校他１ 校。プー ル

附属屋 改築電気設備 工事
松 戸 電 気 ７，８３０

１１
．
１４ 〃

花 見川 第二 小学校他 １校・同 工

事
染 谷 電 気 商 会 ８，５６８

１１
．
２０ 千 葉 市

稲毛中学校他２校・カウンセリ

ン グルーム整備電気 設備工事
酒 井 電 気 商 会 ２，７００

１１
．
２０ 都市整備公社

大巌寺小学校・トイ レ改修その

他電気設備工事
水 沼 電 業 社 ２，９５０

１１
．
２１ 千 葉 市 源 小 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 聖 電 社 ７，９００

１１
．
２１ 都市整備公社

幸 町第三小学校他１校・ プー ル

附属屋改築電気設備工事
新 千 葉 電 設 ６，８００

１１
．
２１ ！ノ 轟 町 小 学 校 他 ３ 校 ・ 同 工 事 安 藤 電 気 工 事 １３，０００

１１
．２８ 千 葉 市

南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 汚 泥 処 理 動

力 盤 更 新 工 事
京 葉エフ・ ディ・ケ ー ２４

，
６００

１１．２８
〃

同 ・凝集剤 注入電気 設備増設 工

事
金 高 電 設 工 業 １２

，
７００

１１．２８
ノノ 松 ケ 丘 緑 地 ・ 照 明 等 設 置 工 事 カ タ デ ン ５，１００

１１．２８
！ノ 吉 岡 公 園 他 ・ 照 明 灯 交 換 工 事 旭 電 工 ２

，４０
０

１１．２８ 都市整備公社
真砂第二小学校他１校・プール

附属屋改築電気設備工事
笈 川 光 和 電 気 ８，６５０

１１
．
２８ ！ノ 幕 張 西 小 学 校 他 １ 校 。 同 工 事 大 東 電 設 １４，２００

１１
．２８

〃
幸 町第二小学校・通級教室改修

他１校その他電気設備工事
西 千 葉 電 設 ７，０００

１２．５ 千
葉 市

寒川小学校・ プール改築電気設

備切回 し工事
水 沼 電 業 社 ７

，
０００



Ｌ

（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （３９）

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ１３．１２．５ 千 葉 市
幕張 町弁天町線 （弁天） 道：路照

明灯 設置工事
日 本 ラ イ ト 電 商 ３β００

１２．５
〃

市営 住宅天台 団地建替 事業・防

犯灯 設置他工 事
金 丸 電 機 ２，９２０

１２．５
〃

横戸 小学校他２ 校・非 常用 給水

電気 設備工事
北 斗 電 業 １８，０００

１

１２．５
〃

中田古泉地 区・中継 ポンプ電気

設備 工事
北 園 電 業 ２２ρ００

１２．５
〃

幸 町１２号橋・ 道路照明灯補修工

事
滝 口 電 気 工 業 ２２

，
０００

１２．５ 都市整備公社
真 砂第一中学 校・プール附属屋

改築 電気設備工事
成 田 電 機 ９，６００

１２．１！
〃

白 井 小 学 校 ・ ト イ レ 改 修 電 気 設

備 工 事
双 葉 電 設 ２，８００

１２．１２ 千 葉 市
南部浄化センター・Ｂ系列反応

タンク流入量計工事
俵 屋 電 気 工 事 ３５，９００

！２．！２ 〃
中 野 和 泉 地 区 ・ 中 継 ポ ン プ 電 気

設 備 工 事
金 高 電 設 工 業

１，５５３万

８，８００

１２．１２
〃

幕 張 町 弁 天 町 線 ・ 道 路 照 明 設 置

工 事
セ イ コ ー 電 設 ！５

，
５００

１２．１２ 都市整備公社
花園小学校・ トイ レ改修電気設

備工事
京 葉 工 業 ５

，
９４０

１２．１２
ノ／

高 洲 第 三 小 学 校 ・ 他 １ 校 ト イ レ

改 修 電 気 設 備 工 事
ヒ カ ル 電 気 工 業 ５ β ４０

１２．１７ 千 葉 市
蘇我 町線・ポ ンプ施設電気設備

工事
石 本 電 設 工 業 １億５１，７１０

１２．１８
！ノ

Ｊ Ｒ 稲 毛 駅 前 広 場 （東 口） 歩 行 経

路 シ ェ ル タ ー 等 設 置 電 気 設 備 工 事
し ま で ん ３，０３０

１２．１８
∠ノ 市 道 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 千 葉 電 業 社 ２，７９０

１２．１８
〃 道路照明灯設 置工事 （その１） 北 陽 電 機 産 業 ３，９８Ｑ

！２．１９
〃

池尻地下道他・弁天樹 出入 口部

昇降機電気設備工事
吉 田 電 設 ７，４００

！２．１９ 〃 道路照明灯設 置工事 （その２） 黒 田 電 気 商 会 ４，８００

１２．１９ ／ノ
区 画 道 路２５号 線 他 ・ 歩 道 照 明 設

置 工 事
粟 飯 原 電 気 ！０，１００

１２．１９
〃

中瀬幕張本郷線他９・ 道路照明

灯補修工事
高 率 電 設 １９２００

１２
．
１９ 〃

南部浄化セ ンター・返 送汚泥流

量計更新工事
昌 信 電 機 工 事 １４

，
０００



（４０） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ１４．３．２０ 千 葉 市
長 作小学校 ・子どもルーム新築

電 気設備工 事
染 谷 電 気 商 会 ５，１００

３．２０ 〃 都 賀 の 台 小 学 校 ・ 同 工 事 川 島 電 気 設 備 ４，２８０

３
．
２５ 〃

みっ わ台北 小学校 ・大規模改 造

電 気設備工 事
尾 高 電 工 ４０，０００

３．
２５ 〃 高 浜 第 一 小 学 校 ・ 同 工 事 豊 田 電 気 ３６，０００

５．１
〃

東幕張土地 区画整理 事務所 （仮

称） 新築電 気設備工 事
岡 田 電 気 工 事 ５，２００

５．２１
〃 庁 内 ネ ッ ト ワ ー ク 設 備 工 事 関電工・橋本電業社ＪＶ ５ 億６０，０００

５．２１
〃 斉 場 新 築 電 気 設 備 工 事 住友電設・高率電設ＪＶ ８億５０，０００

５
．
２２ 〃

中 央 卸 売 市 場 ・ 水 産 棟 変 電 所 改

修 工 事
モデン工業・ 蠣 電設 蝶 ＪＶ ３億８１，８１９

５
．
２９ ノノ

生 浜 東 小 学 校 ・ 屋 内 運 動 場 改 築

電 気 設 備 工 事
渡 辺 電 気 工 業 ２５

，
２００

６．１１
〃

泉 谷 公 園 ほ た る 生 態 園 ・ 高 圧 ケ ー

ブ ル 改 修 工 事
北 陽 電 機 産 業 ２

，
６００

６．１２
〃

院 内 小 学 校 ・ 構 造 改 修 電 気 設 備

工 事
環 境 テ ク ノ ス ４０

，
０００

６．１２
〃

幸町第二中学校・大規模改造電

気設備工事
新 千 葉 電 設 ２４

，
８００

６．１２
〃

草野中学校・構造改修電気設備

工 事
黒 田 電 気 商 会 ２２

，
０００

６．１２
ノノ

高 浜 中 学 校 ・ 大 規 模 改 造 電 気 設

備 工 事
北 斗 電 業 ９

，
９５０

６．１２ 都市整備公社
大 宮小学校 外１校・高圧ケー ブ

ル改修工事
吉 田 電 設 ７，

２２０

６．１９ 千 葉 市
鶴 沢 小 学 校 ・ 構 造 改 修 電 気 設 備

工 事
京 葉エフ ・ディ・ケー ４０，１２４

６．１９ Ｚノ
千 草 台 小 学 校 ・ 構 造 改 修 電 気 設

備 工 事
福 井 電 機 ３４，４００

６．１９ 〃
真 砂第 四小 学校 ・大 規模改造 電

気 設備工事
松 戸 電 気 ２２

，
４００

６．２５ 〃
緑 町 中 学 校 ・ ト イ レ 改 修 電 気 設

備 工 事
安 藤 電 気 工 事 ３

，
５５０

６．２５
〃

園 生 小 学 校 ・ ト イ レ 改 修 電 気 設

備 工 事
大 東 電 設 ２

，
４００

６．２５
〃

天 戸 中 学 校 ・ ト イ レ 改 修 電 気 設

備 工 事
京 葉 工 業 ２

，
４００



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （４１）

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ１４． ６．２５ 千 葉 市
土 気 中 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修

工 事
千 葉 電 業 社 ３，５７０

６．
２６ 千 葉 市

磯辺 茂呂町線 。道路照明灯設置

工事
金 丸 電 機 ７，７８０

６．
２６ 都市整備公社

松 ケ丘小学校 外１校・高圧ケー

ブル改修工事
渡 辺 電 気 工 業 ５，８９０

７．２ 千 葉 市
真砂 第五小学 校・外部 改造電気

設備 工事
染 谷 電 気 商 会 ４，３８０

７． ２
〃

横 戸 小 学 校 ・ ト イ レ 改 修 他 電 気

設 備 工 事
広 尾 電 設 ３，０００

７．３
！ノ

寒 川 小 学 校 ・ プ ー ル 他 改 築 電 気

設 備 工 事
水 沼 電 業 社 １０，０００

７
．
９ 都市整備公社

小中台南小学校・ プール附属屋

改築電気設備工事
双 葉 電 設 ３，１００

７．９
Ｚノ 千 草 台 東 小 学 校 ・ 同 工 事 西 千 葉 電 設 ４，４７０

７
．
９ Ｚノ 幕 張 東 小 学 校 ・ 同 工 事 笈 川 光 和 電 気 ３，５００

６
．
２４ 千 葉 市

千葉茂原線・道路照明灯設置工

事
千 秋 電 気 ５，９８０

７．
１６ ！ノ 市 道 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 寒 川 電 業 ３，０００

７．１６ 都市整備公社
朝日ケ丘小学校・適応指導教室

改修電気設備工事
笈 川 光 和 電 気 ２，４００

７．１７ 千 葉 市
動 物 公 園 ・ オ ラ ン ウ ー タ ン 濫 新

築 電 気 設 備 工 事
北 進 電 設 ８

，
０００

７．１７
／ノ

長 沼 船 橋 線 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工

事
大 東 電 設 ６

，
４００

７．１７
／ノ

千葉白井印西線他 ・道路 照明灯

設置工事
川 島 電 気 設 備 ４，６８０

７．１７
〃

浜野四街道長沼線・道路 照明灯

設置工事
進 和 電 気 ５，２００

７．２３
〃

千葉みなと駅前 ・歩道橋昇 降機

電気設備工事
奄 美 電 設 ３，９５０

７．２４
〃

幕 張 町 弁 天 町 線 ・ 道 路 照 明 設 置

工 事
成 田 電 機 ９，３５０

７．３０
！ノ

小 中 台 小 学 校 ・ 受 変 電 設 備 改 修

工 事
安 藤 電 気 工 事 ３

，
６００

８．５
〃

若葉 区球技場 （仮称） 管 理棟新

築電気設備工事
桜 田 電 設 ４６

，
６００

８．６
〃

亥鼻３ 丁目公園 （仮称） 照明灯

設置工 事
カ タ デ ン ３

，
４００



（４２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

落 札 臼

Ｈ１４
。
８
，
６

８
．
６

８
．
２０

８
．
２０

８
、
２１

８
．
２１

８
．
２８

９
．
２

９
．
９

９
．
１０

発 注 先

千 葉 市 １

〃

〃

都市整備公社

工 事 件 名 社 名 落札金額

本千葉 （停） 線道路照明灯設置
工事

水 沼 電 業 社 ３，９００

緑町中学校受変電設備改修工事 新 千 葉 電 設 ３
，
５００

花 島公 園・公園センター （仮称）

新築電気設備工事
小峯電業・昭永電設ＪＶ ３億４０，

０００

稲浜小 学校２校 ・保健室 改修電

気設備工事
ヒ カ ル 電 気 工 業 ２，５７０

千 葉 燦 いきいきプラザ 粥 設備 晶 ヒ 園 電 機 ７，３５０

社公備整市都

９．
１０ 〃

９．１１ 千 葉 市

９
．
１１

〃

９
．
１１ 〃

９
．
１１

〃

９
．
１８

〃

９
．
２６

〃

９
．
２６ 〃

９
．
２６ 〃

９
．
２６ 〃

１０
．
１ 〃

蘇我中 学校・受 変電設備改修工

事

土気小学校・照明改修 工事

幸ポン プ場・沈砂池電気設備更

新工事

黒砂公民館・移転改築電気設備

工事

新宿小学校・特殊学級改修外１

校その他電気設備工事

変電設備改修工
渡 辺 電 気 工 業 ６，２６０

明改修 工事 金 高 電 設 工 業 ５，９５０

砂池電気設備更
成 田 電 機 ２３，５００

転改築電気設備
滝 口 電 気 工 業 ５９，７５０

　
殊学級改修外１

備工事
オリオ ン電気工事 ３，６５０

若葉図書館・空調設備改修電気
双

設備工事

一｝ 十
葉 電 設

市営住 宅白旗団地 改善事業 ・電 千 葉 電 建
気設備工事

公営住宅貝塚第２団地 （仮称）

防犯灯設置工事
川 島 電 気 設 備

大椎ポ ンプ場・ 直流電源設備更

新工事
金 高 電 設 工 業

３，３００

３１，７００

９，７００

！ ４，！０
０

誉田北 公園・照 明灯設備 工事 千 葉 電 業 社 ５，
４５０

稲毛停車場穴川 線・道路 照明灯

設置工事
安 藤 電 気 工 事 ４，２８０

大木戸小学校・大規模改造電気

設備工事
関 工 電 設 工 業 ４２，０００

市営住宅星久喜町第２団地建替

事業・電気設備工事

千葉駅北口第３自転車駐車場整

備電気設備工事

高洲第四小学校・照明改修工事

東 陽 電 気 工 事

成 田 電 機

新 千 葉 電 設

４３，０００

２，６００

５２５０

花見川消防署・新築電気設備工

事
協 同 電 業 社 ！億５８β００



（協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り （４３）

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

Ｈ１４
．
１０
．
１ 千 葉 市 轟 町 中 学 校 ・ 改 築 電 気 設 備 工 事 伊 藤 電 業 ２億１５

，
６００

１０
．
１ 〃 大 宮 学 園 ・ 改 築 電 気 設 備 工 事 冨 田 電 機 工 業 １億２２，

０００

１０．３ Ｚノ
稲 荷 雨 水 ポ ン プ 場 ・ 電 気 設 備 更

新 工 事
昌 信 電 機 工 事 ２８，０００

１０．３０ ！ノ
寒 川 第 一 地 区 仮 設 住 宅 ・ 新 築 電

気 設 備 工 事
寒 川 電 業 ７，５６０

１０．３０ ！ノ 蘇 我 町９８号 線 照 明 設 備 工 事 尾 高 電 工 ３０，５００

１０．３０ 都市整備公社
本庁舎市民駐車 場・照明設備工

事
セ イ コ ー 電 設 ７

，
５００

ｋ



（４４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ よ り

圖 医 國 圃

今 年 の 夏 も、 毎 日、 毎 日 暑 い 中 で の 仕 事 は 大 変 だ っ た と 思 い ま す。
８月２３日 に 行 わ

れた協会の麻雀大会が、 一っ の目安で夏も後少 しと期待 した ものです が、 今年 は残 暑

と 言 う よ り 猛 暑 で ござ いま し た。

その暑い夏も影を潜め季節感を肌で感 じる今日この頃です。 一年経っの はアッと 言

う 間、 ４０才 ・５０才 過 ぎれ ば１０年 が 束 で や っ て く る、
と 聞 い た 事 が あ り ま す

。
１ 年 ど こ

ろ か、 １０年 は 本 当 に 早 い で す ね。

さ て、 お 手 元 に 届 き ま した 「千 葉 電 設 協 会 だ よ り」 は い か が で した か？ 皆 様 か ら

の貴重な投稿をお待ち しております。

（久保昭雄）

⑳
¢
⑳
Φ
Φ
⑳
㊥
⑳
φ
⑳
Φ
⑳
Φ
Φ

ホ ー ム ペ ー ジ ｈｔｔｐ：／／ ｗ ｗ ｗ．
ｃｈｉｂａ－ｄｅｎｓｅｔｓｕ．ｏｒ．

」ｐ

是 非 アク セ ス し て 下さ い。

今後
、
皆 様と の交 信 はメ ー ル を 活 用 し た い と 思 い ま す の で、 会 社 で

メ ールア ドレスをお持ち の方 は、 千 葉電設 協会宛 送信頂けま すようお願

い 致 しま す
。

メ ー ル ア ド レ ス ｄｅｎｓｅｔｓｕ ＠ ｃｈｉｂａ－ｄｅｎｓｅｔｓｕ．ｏｒ．
」ｐ

Φ
φ
Φ
Φ
φ
φ
Φ
導夢
φ
φ
Φ
㊥
Φ
φ
Φ



電 設 資 材 総 合 商 社

主 要 営 業 品 目一
電線管及び附属品一式・照明器具・配線器具

電 線 ・ 受 変 電 設 備 ・ 配 電 盤 ・ 分 電 盤

空調 設 備機 器・ 住 宅 設備 機 器 ・通 信 機 器

並 び に 内 外 線 電 気 工 事 材 料 一 式

松 下 電 工 株 式 会 社 代 理 店

新東京電材株式会社
本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島２－２２－５ ＴＥＬ．０３（３６２３）７００１㈹

千 葉営 業 所

東 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

君 津：営 業 所

中 央 営 業 所

電 設営 業 所

茨 城営 業 所

池 袋 営 業 所

多 摩 営 業 所

南多摩営業所

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥ：Ｌ．０４３（２６４）１１２１㈹
：ＦＡＸＯ４３（２６４）１１２６

柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥ：Ｌ．０４７１（７８）５５１！㈹
ＦＡＸ．０４７１（７８）５００５

千 葉 県 印 旛 郡 富 里 町日 吉 倉４７－ ２ ＴＥＬＯ４７６（９３）５１１１㈹
：ＦＡＸ，０４７６（９３）５１１５

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬＯ４７５（２２）５１８１㈹
ＦＡＸＯ４７５（２２）５８８ユ

君 津 市 中 富 ９ ６ ５ － １ ＴＥＬＯ４３９（５４）８１！１㈹
ＦＡＸ。０４３９（５４）８０８８

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２２－ ５ ＴＥＩ．．０３（３６２４）４３３！㈹
ＦＡＸＯ３（３６２４）２５６６

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ τ２２－ ５ ＴＥＬＯ３（３６２４）４３３ユ㈹
ＦＡＸＯ３（３６２４）２５６６

茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東 ３７０６ － １ ＴＥＬ．０２９８（
２３）７３７１㈹

ＦＡＸＯ２９８（２３）０５２８

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ －３６－ ８ ＴＥＬＯ３（３９５５）８１４／㈹
ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２

東京都 東久 留 米 市 八 幡 町２－！３－２９ ＴＥ：し．０４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸ．０４２４（７５）２４９０

東京都 東久 留 米 市 八 幡 町２－！３－２９ ＴＥＬ．０４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸＯ４２４（７５）２４９０



１

電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マ ンショ ンＨＡ 設備 そ の他 弱 電 システ ム 〈設 計 ・施 工・ 保 守管 理〉

＠ ＳＥ照０ ＧＲＯＵＰ

株式会社 関 東 扇 港 電 機

●本 社 〒２６２－００４５ 千葉市花見川区作新 台を１３－１２

●干 葉 西 営 業 所 〒２６２－ＧＯ４５ 千葉市花見川区作新 台４－１３－１２

●北 総 営 業 所 〒２８５－０９２７ 印旛郡酒々井町酒々 井１６０４－１

●東 都 営 業 所 〒２７３－０◎３５ 船橋市本中山５丁目２－１９

●千 葉 中 央 営 業 所 〒２６０－０００１ 千葉市中 央区都 町３丁目２３－３

●旭 営 業 所 〒２８９－２５３１ 旭市井戸 野字大島３５９番 地

●東 京 特需 営業 所

●千 葉 Ｓ Ｅ 営 業 所

〒１１０－００１６ 東京都台 東区台東 Ｈ－１４

ＡＮＴＥＸ２４ ビ ル ２Ｆ

〒２６２－ＧＯ４５ 千葉市花 見川 区作新台４－１３－１２

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ ＥＬ：０４３ （２５７） ４７００

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

ＴＥＬ：０４３ （４９６）２６６１

Ｆ ＡＸ：０４３ （４９６） ６９４◎

Ｔ Ｅ Ｌ：０４７３ （３４） ９０３１

ＦＡＸ＝０４７３（３４）９◎３９

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２３１） ７３９７

Ｆ ＡＸ二〇４３ （２３１） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ：◎４７９ （６３） ７６９１

Ｆ Ａ Ｘ；０違７９ （６３） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ：０３ （３８３７） ４４３７

Ｆ Ａ Ｘ：０３ （３８３９） ５８７５

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ＝０４３ （２５７） ４２６４
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突が訟い蜜心．便剥で快

塵到クッキングヒーター
お鑑をのぞ嚢ながら火擁滅できるｒ光る天灘操作』

鍋の中の調理具合を見ながら、

辞
。、 ．

焚繍 羅 轡で 鋤
い ザ ぐ ハ お 　 ザ

ヤ
づ な

託
．
灘 灘 蕪 く指で軽く触れるだけの 婦 セ・サ 弍 ＼

鑑翻響譲懸
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灘轟 鶴 醗 ’ 叢

濯：鱈甑 礁∀ 鱒 ㈱
だ
る だ

ア

ル

漫 轡

、 、
１

。 難 ｉ

斜 獄

翌

・

※ 写 真 の キ ッ チ ン キャ ビ ネ ッ トは

商 品ではありません。

難醒欝
ギ灘劉ン刺拶
撫熱緩態壷お鑛らせ ．
「加熱中」を光ってお知らせ。

鍋を置く位置の目安にもなります。

羅
麟
購
蝋
麟
灘
灘
霧

彪っぶ嚇のお湯も

スピーディに

ｒ３ｋ雛湯沸かし１
パスタなどに使う多めのお湯も、

サッと沸かせます。

裏返す蕃幾勧
購灘醗轡譜一郵欝一ス１ター雲

籠 ’
謬
生・姿焼 きから切 身／干 物、

・． つけ焼きまで自 動（オート）

醐、
ぐ 調 理におまかせ。

、
・ 手 動でのタイマー設 定

、
懸贈 （１分～３０分）も可能。

少ない油（纐確１※鵜巻欝露

騰騨麹灘騰講鱗
約５００ｇ
※の少ない油量に対応し、急激な

温 度上 昇を抑えます。※付属の天ぷら鍋を使用の場合。

諺段懸懸騒奮肇一ド（繍ｄＢ噸醗）

業界一※の低騒音化を実現。トロ火で

煮 込むときも、
さらに静 かに。（従来商品出

※２００２年５月現在

●小さなお子様がいるご家庭にも安心、
チャイルドロック・ラジエントロックつき。

鍾くＺ鷹３２１ＬＳ ⑲
３ 口（】ト慣 口・ラジエントヒーター雀日｝・

荷囲焼きロースター付

本体希墾座売儀格驚尋轟顎
轍⑬鯵円

（税男藝陣コ［事 費鎖鋒

●潴糞電力：左右潟２．０鵬ノ火海８毅縢謂 蹴 左欝 鴻沸かし

鵬．鰍Ｗ｝、ラジエントヒータ騨濯２５ｋ勲火力き段階溺簸．
難一スター１５駄ｗ沼段陛調節

● 麟ＩＨと口庸スタ「 独立幾タイマー ｏ電源 障枳２㈱ｙ

羅勿 物 禦一珊 蠣購 騨 麟勧しユ轡 轡 晒卜舞 梅 讐麟 離警騨搬野鍵 硬覧ぐだ弊 △ 安全に関するご注意

搬ｔ隊〃Ｗｗｗ 跳 ｂｏ煽 加 瀟舞箋蕩朔。目．饗
購 鰍亜・、

ク・ソ 幸 ン・ザ シ ズ 子 ム 事 輩 部 〒６５１－２２７１ 神 戸 市 西 区 高 塚 台１丁 目５番１号

歯．一．ほ ＿ 齢。細。弘垂嚇 遮 木公 下 雷 器 産 き巨脹 〒τ興３† 雷 研 冒 革 五 昌Ｋ ・ごヂ 漁 効 捌：試 鋤・Ｐ一・・一 浮 一

● お 問合 せ は …松 下電 器 産 業 （株）電 材 営 業 本 部 の 支 店・営 業 所 へ どう ぞ。
・北 海 道 営 業 所 ０１１（２０７）７７１７ ・信 越営業 所 噺 潟） ０２５（２４６）１２１１ ・北 陸 営 業 所 ０７６（２２３）１１２２ ・中四国営業所（四国） ０８７（８２６）１８００

・東 北 営 業 所 ０２２（７１１）３５１１ ・信 越営業 所（長 野） ０２６３（２６）２５１１ ・関 西 支 店 ０６（６９４９）２０６０ ・九 州 営 業 所 ０９２（４７２）３３７０

・首 都 圏 支 店 ０３（３４３７）１１９６ ・中 部 支 店 ０５２（９５１）６５６１ ・中四国営業所（中国） ０８２〔２４８）１１３８ ・沖 縄 支 店 ０９８（８６９）２９２６

松下電器



欝欝難１
’ 舞 陣纈繊際

ゆぼ 　 ほニぴ
るリ ヒ

｝ｉ

港
書
艮
ぴ

ヒニ晶 ＿一 ＿ ＿ 一」

欝
盈
鷲
．
’
｝一 ＿

…ｂｂ輔

　 ザ

威∴

く Ｙ ４ 島 ♂ 蒙
、

譜
難
響
、

慧

購 霧

癒
漁

騰糠懸麟 燃 騨 、 欝年 妙”擁＿蕊晶 藩

一 勲 勲翻
隻

〔か 一 ． 一 ＾ 酵罰聖ん ㍗ ん

。 書 ≧ 憲 曇

菱癖
瓢 軸 噛 ＿、，箋 ＿ 臨 。

懸

愚

’璽 雛 簾 灘陣

照

死

新 主 幹 フ レー カ 採 用 て、さ らに ス ッキ リ テ サ イン

蓑 愚

ト ア を つ け す に ス ノ キ リ フ ラ ノト。

スッキリパネル ］二」パ｛】卜２１

［ 住宅分電 盤 ］

㌦縛鋳 亀 諦

督

■ フ ラ ノトハ ン ト ル 採 用 て、 分 岐 側 と テ サ イ ン・ 配 色 を 統 一 。

圏 渡 りパ ーと 一 体 化 し、５０～１００ＡＦまて 同 寸 法 て 品 揃え。
蜘 艸鋤 艘・軸 恥 幽 剛 嚇 轟 ＼王 幹３０Ａ Ｊ型）は テ サイノ か里なります

横 幅１１２の 新 分 岐 フ レ ー カ て、ク ッとコ ン パ ク ト

圏 構 幅 か わ す か １６ｍ ｍ の コ ン パ クト フ レ ー カ ＳＨ 型 を 採 用 。

■ 速 結＆ プラクイン て 接 続 信 頼 性と 施 工 性 を 大 幅 アノ ブ．

■コート 短 絡 保 護 用 瞬 時 遮 断 機 能を 搭 載 し、安 全 性 を向 上。

■ 短 絡 近 断 容 量 を２５００Ａ に 拡 大 し、 電 気 安 全 に 配 慮。

■１００ ２００Ｖか ワ ンタ ノチ て 切 り 替 え られ る 釦 切 替 式．
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商 品 に関 するお 問 い 合 わせは 〒２６１ ７１３３ 千 葉 市 美 浜 区 中 瀬２丁 目６番 地 ＷＢＧマリフウェスト３３Ｆ 松 下 電 工（株） 千 葉 電 材 営 業 所 ＴＥＬ （０４３）２９７ ５５３１
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卜
「 会社 概要 商 号 スズ デン 株式 会 社

英 文 社 名 ＳＵＺＵＤＥＮ ＧＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

本 社 東京都文 京区 湯島２丁ｉヨ２番 ２号

資 本 金 １
１８１ ９，

２ ３０
，
０００ 円

創 業 昭和２３年 ５月

創 立． 昭和 ２７年１２月

決
．
算 期 ３月３１ 日 （年．１ 回）

従 業 員 ４２６名 ．（平 成１３年 １２月３１ 日 現 在）

竃

．● ● ．● 匿 ■
事業 内容 １

．
電 気 工 事 材 料 の 販 売 お よ び 輸 出入 業務

２
．
制 御 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務

３ ． 電 気 計 器 な ら び に 計 装 機 器 の 販売 およ び輸 出 入 業 務

４． 自 動 制 御 装 置 の 販 売、 設 計 な ら び に請 負工 事 およ び輸 出 入業 務

砂
ｑｕ４｛
分

響

．

４∫０９００㌻

歯

Ｕ ＫＡ Ｓ
ＱＵＡロτＶ
ＭＡＮＡＧＥＭＥＮτ

５
．
電 子 機 器 な ら び に 電 子 部 品 の 販売 お よ び 輸出 入 業 務

６
．
事 務 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務

７
，
空 調 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務 ．

８
． 通 信

機 器 の 販 売、
輸 出 入 お よ びリ ー ス 業務

００１
９
．
．情 報通 信 シ ス テ ム 機器、 情 報 の処 理、 情報 提 供サ ー ビ ス およ び

こ れ ら に 関 連 する ソフ トウ ェ アの 開発、 販 売 なら びに 貸 借

１０． 上 記 各 号 の 物 品の 中 古 品 の 販 売

１１
．
電 気工 事 業

１２
． 電
気通 信 工 事 業

壽；．１．．
・騨 翻 鐸 麟呪ε ；．１．．等

韓 騨 ｉ
ａ
叢ｉ鰐ｌｌｌ 欝 聯 梅 脚 騨 鯉

．
菅 都 囲 電 材 當 榮 一 部

中 央 第 １ 営 業 所 〒 １ １ ３・０ ０ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ 湯 島 ビ ル ２ Ｆ Ｔｅ｝．
０ ３－３８ １ ４－６ ２ ３ １ Ｆａ ｘ，

０ ３－３ ８ １ ５－５ ４ ６ ６

中 央 第 ２ 営 業 所 〒 １ １．３－０ ０ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２ ・２ 湯 島 ビ ル ２ Ｆ Ｔｅｌ． ０ ３－５８ ０ ２－９ ５ ６ １ Ｆａ ｘ． ０ ３－５ ８ ０ ２・３ ４ ９ ６

足 立 営 業 所 〒 １ ２１・０ ８ １ ６ 東 京 都 足 立 区 梅 島 ２・７ ・１ ５ Ｔｅｌ． ０ ３－３８ ４ ８ ４ ４ １ １ Ｆ ａｘ． ０ ３ ３ ８ ４ ９・５ ２ ０ ７

千 葉 営 ． 業 所 〒 ２ ６０－０ ０ ０ １ 干 葉 県 干 葉 市 中 央 区 都 町 ２・２ ３ １ ２ Ｔｅｌ． ０４ ３－２ ３ ２・３ ３ ６ １ Ｆａ ｘ． ０ ４ ３－２ ３２・６ ４ ２ ３

首 都 圏 電 材 宮 策 二 部

埼 玉 営 業 所 〒 ３ ３１－０ ０ ４ ３ 埼 玉 県 さ い た ま 市 大 成 町１ ４ ３ ４ Ｔｅｌ． ０４ ３ ６ ６ ４－０ ３ ７ ４ Ｆ ａｘ． ０ ４ ８－６ ６５・２ ５ １ ６

立 川 営 業 所 〒 １ ８５－０ ０ ３ ５ 東 京 都 国 分 寺 市 西 町 ５・１ ０
」３ Ｔｅｌ、

０ ４ ２－５ ７ ７－１ １ ４ １ Ｆ ａｘ．
０ ４ ２－５ ７３・２ ８ ２ ４

横 浜 営 業 所 〒 ２ ４０－Ｏ Ｏ ５ ２ 神 奈 川 県 横 浜 市 保 土 ヶ 谷 区 西 谷 町 ６ ８ ８・１ Ｔｅｌ， ０ ４ ５－３ ８ ２－８ ４ ００ Ｆ ａｘ． ０ ４ ５－３ ８１・８ ８ ８ １

広 域 電 材 宮 策 部 〒 １ １ ３－０ ０ ３ ４ 菓 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ 湯 島 ビ ル ２ Ｆ Ｔｅ｝．
０３－３ ８ １ ４－６ ２ ３５ Ｆ ａｘ． ０ ３－５ ８ ０２－３ ４ ９ ６

東 北 宮 榮 部

北 上 宮 業 所 〒 ０ ２４ ｛｝０ ９ ４ 岩 手 県 北 上 市 本 通 り ４－２－１ ２ Ｔｅｌ．
．０１ ９ ７－６ ５－６ ４ ７

．１ Ｆ ａｘ． ｍ ９ ７－６５－６ ４ ７ ５

仙 台 宮 業 所 〒 ９ ８３－０ ８ ５ ２ 宮 城 禦 仙 台 市 宮 城 野 区 榴 岡 ３・９・２ ０ Ｔｅｌ．
０２ ２・２ ９ ５・８ ９ ８１ Ｆａｘ．

０ ２ ２・２ ９７－３ ５ ６ ２

郡 山 営 業 所 〒 ９ ６３・０ １ １ １
．
福 鳥 県 郡 山 市 安 積 町 荒 井 字 南 大 分 ２ ６－３ ポ ナ ン ザ ビ ル １ ０ １ Ｔｅｌ．

０２ ４ ９・４ ７・６ ８ ６６ Ｆ ａｘ．
０ ２ ４ ９－４６－７ ０ ０ ４

菓 一 宮 策 部凧

東 京 第 １ 営 業 所 〒 Ｕ ３－Ｏ Ｏ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ 湯 島 ビ ル ４ Ｆ Ｔｅｌ． ０３－５ ６ ８ ９－８ ０ ０５ Ｆ ３ｘ， ０ ３－５ ６ ８ ９－８ ０ ６ ５

東 京 第 ２ 営 業 所 〒 １ １ ５－０ ０ ４ ５．． 東 京 都 北 区 赤 羽 ３－２２－６ Ｔｅｌ，
０ ３－３ ５ ９ ８－３ １ ＢＯ Ｆ ａｘ． ０３－３ ５ ９８・３ １ ８ ５

東 京 南 営 業 所 〒 １ ５７－０ ０ ７ １ 東 京 都 世 田 谷 区 千 歳 台 ３－ ９ １１ Ｔｅｌ
．
０３－３ ７ ８ ９－５ ２ １ １ Ｆ ａｘ，

０ ３－３ ７ ８ ９・３ ８ ０ ０

大 宮 嵩 業 所 〒 ３ ３０一｛｝０ ３ ８ 埼 玉 漿 さ い た ま 市 宮 原 町 ３・３７ ６・１
．
サ ン フ ィ ー ル 大 宮 宮 原 ３ ０１ Ｔｅｌ

．
０４ ８・６ ６ ５－０ ９ ５１ Ｆ ａｘ．

０ ４８－６ ６ ５・０ ９ ６ ６

ソ ニ ー 担 当 営 鑑 所 〒 １ １ ３ ｛ＩＯ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ 湯 島 ビ ル ４ Ｆ Ｔｅｌ， ０３－５ ８ ４ ２－２ １ ９０ Ｆ ａｘ． ０ ３－５ ６ ８ ９・８ ０ ６ ５

西 東 一 宮 策 部承

立 川 Ｆ Ａ 営 業 所 〒 １ ８５・Ｏ Ｏ ３ ５ 東 京 都 国 分 寺 市 西 町 ５－１ ０－３ Ｔｅｌ． ０４ ２－５ ７ ３－２ ８ ２２ Ｆ ａｘ． ０ ４ ２－５ フ ３－２ ８ ２ ４

ニ ュ ー タ ウ ン 営 業 所 〒 １ ９４一｛〕２ １ ２ 東 京 都 町 田 市 小 山 町 ２ ４ ９ ３・１ Ｔｅ Ｌ Ｏ ４ ２ ７・９ ７・４ ０ １ 可 Ｆ ａｘ． ０ ４ ２ ７－９７・４ ５ ８ ８

甲 府 営 業 所 〒 ４ ００－Ｏ Ｏ ４ ６ 山 梨 県 甲 府 市 下 石 田 ２－７・１ ０ 丁ｅｌ．
０ ５ ５－２ ２ ６ ４ ５ １ １ Ｆ ａｘ．

０ ５ ５－２ ２６－４ ８ １ １

干 葉 竃 榮 部

千 葉 Ｆ Ａ 営 業 所 〒 ２ ６０－０ ０ ０ １ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 都 町 ２－２ ３－１ ２ Ｔｅｉ．
０４ ３・２ ３ ３・７ ２ １ １ Ｆ ａｘ．

０ ４ ３－２ ３３－７ ２ ６ ６

成 田 賞 業

関 東 営 業

所

部

〒 ２ ８６－０ ２ ２ １ ．
千 葉 県 印 旛 郡 富 里 町 七 栄 １ 窃 １－１ Ｔｅｌ． ０４ ７ ６－９ １－３ ５ ２１ Ｆ ａｘ． ０ ４ ７ ６・９１－３ ５ ２ ０

策

± 浦 営 業 所 〒 ３ ０ ０－０ ０ ４ ８ 茨 城 県 土 浦 市 田 中 １・１ ４ Ｔｅｌ．
０ ２ ９ ８・２ ２・２ １ ６１ Ｆ ａｘ， ０ ２

９ ８－２２・０ ６ ０ ５

日 立 宮 叢
．
所 〒 ３ １ ６－Ｏ Ｏ１ ５ 茨 城 県 日 立 市 金 沢 町 １・１ ４－１ ｉ Ｔｅｉ．

０ ２ ９ ４－３ ６－Ｏ Ｏ ２ ３ Ｆａ ｘ． ０ ２ ９ ４－３６－３ ８ ８ １

柏 営 業 所 〒 ２ ７７－０ ８ ３ ２ 千 葉 尉 師 旗 ヒ 棺 ３－５ ４ Ｔｅｌ．
０ ４ ７ １－６ ５・８ ７ ５ １ Ｆ ａｘ．

０ ４ ７ １－６６－２ ５ ６ ８

北 関 聚 嘗 策 部

太 田 営 業 所 〒 ３ ７ ３－０ ８ ０ ６ 群 馬 県 太 田 市 龍 舞 町 ５ ３ ７ ９ Ｔｅｌ． ０ ２ ７ ６－４ ５－６ ３ ５ ６ Ｆ ａｘ． ０ ２ ７ ６－４５ ４ ６ １ ４

小 山 営 業 所 〒 ３ ２ ３－０ ０ ２ ９ 栃 木 県 小 山 市 城 北 ２－１ ２・１ Ｔｅｌ．
０ ２ ８ ５－２ ３・１ ７ ２ ３ Ｆ日 ｘ．

０ ２ ８ ５・２５－４ ４ ２ ５

前 橋 営 業 所 〒 ３ ７ １一｛⊃８ ５ ７ 群 馬 県 前 橋 市 高 井 町 １・２ ９－７ Ｔｅｌ．
０ ２ ７ ぞ ５ ４－２ ４ １ １ Ｆａ ｘ． ０ ２ ７－２ ５４－２ ４ ９ １

南 関 東 営 茱 部

横 浜 Ｆ Ａ 筥 業 所 〒 ２ ４ ０－Ｏ Ｏ ５ ２ 神 奈 川 県 横 浜 市 保 土 ヶ 谷 区 西 谷 町 ６８ ８－１ Ｔｅｌ．
０ ４ ５－３ ８ ２－１ ６ １ １ Ｆａ ｘ．

０ ４ ５ ３ ８１・８ ８ ８ １

厚 木 営 業 所 〒 ２ ４ ３・０ ０ ３ ２ 神 奈 川 県 厚 木 市 恩 名 ４ ５ ９・１ ０ Ｍ ビ ル ２ Ｆ Ｔｅ［
．
０ ４ ６ ２－２ ５ ６ ８ １ １ Ｆａ ｘ．

０ ４ ６ ２－２５－６ ８ １ ６

沼 津 営

部
．．
宮 榮

．
一

業 ． 所 〒 ４ １ ０－０ ８ ３１

部

静 岡 県 沼 津 市 市 場 町 ８・１５ Ｔｅｌ． ０ ５ ５ ９－３ ２－８ ３ ９ １ Ｆａ ｘ． ０ ５ ５ ９・３２・８ ５ ３ ０

中
松 本 営 業 所 〒 ３ ９ ９－０ ０３ ３ 長 野 県 松 本 市 大 字 笹 賀 ７ ５ ７ ０－９ Ｔｅｌ． ０ ２ ６ ３ ８ ５ ３ １ １ ｉ

． ． Ｆａ》駈 ０ ２ ６ ３－８ ５ ６ ０ ４ ８

セ イ コー エ フ ソ ン 担 当 営 業 所 〒 ３ ９ ９－０ ０３ ３ 長 野 県 松 本 市 大 字 笹 賀 ７ ５ ７ ０－９ Ｔｅｌ． ０ ２ ６ ３－Ｂ ６－３ １ １ １ Ｆａ ｘ．
０ ２ ６ ３－８

．
６・６ ０ ４ ８

岡 谷 営 業 所 〒 ３ ９ ４－０ σ１ １ 長 野 県 岡 谷 市 長 地 権 現 町 ２－１・６ ８ Ｔｅｌ．
０ ２ ６ ６・２ ８－ｉ ５ ５ １ Ｆａ ｘ． ０ ２ ６ ６－２８・２ １ ８ ７

伊 那 営 業 所 〒 ３ ９ ６・０ ０２ １ 長 野 県 伊 那 市 大 字 １翔 匡７ ３ ４－６ Ｔｅｌ． ０ ２ ６ ５－７ ６－１ １ ２ １ Ｆａ ｘ． ０ ２ ６ ５－７２・６ ６ ８ ０



⊂ 璽 ⊃ トシン・カード

商晶が引き取れる璽 便利 なカード
轟轟～ 現場で資材が不足しても安心！！

カードには保険がついています

電材・建材・空調・制御・オ ール 電化

トシン電機

トシンで安心

を陥欠の後事工工
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一 口鷺主撫馨
日本ヒルティの

電動工具本体 いずれかを

購入頂くと

も れ なく
松下電工の
充電工具本体
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書安心のバックアップ体制

住宅環號祐蚤癒；無訪担当：一色

１太陵光発電システム・システムフロアー，ホームエレベーター１マルチメディア薄痔先行礁システム

１パス駆乾燥機休ットドライ｝１ガスファンヒーター・ガスエアコン（ＴＯＫＩＯ・ＧＨＰ｝・弱講全殻

制御機響誌薯ｉ藷窓薯ｂ誌担当：中島

制御用センサー・シーケンサー・タッチパネル．
サーボモーター・空圧機器・パソコンから

制御盤・ロボッ
．
卜製作まで

一
｛難藪諮１臨諺議蒜担当：道古
溺妙樋ρ， 繍 糞「７エア寛ンヴｆツケージの坂％鍬ナぱどラ｛５…

そんな時トシンの営 業担当を遜して

取付工事から、クリーニング・メンテ契 約まで

す ぺて引 受けます。
戸 建から → 大型 物件まで

設計・お見積り レ 取付 責任施 レ 施工管理まで

：罐轟麓｝全般

加

厩聯
㎜

輪

肚

茄
剃
〃

脇
躍
．
桝

曜磁漁

松 戸 （営）

市 川 （営）
船 橋 （営）
干 葉 （営）
中 央 （営）

柏 （営）

千葉県内トシンネットワーク

正Ｌ Ｏ４７－３９１－５０６１ 野 田 （営）

ＴＥＬ Ｏ４７－３２４－８０９１ 成 田 （営）

ＴＥＬ Ｏ４７－４６２－３１１３ 市 原 （営）

ＴＥＬ Ｏ４３－２５３－４６３１ 茂 原 （営）

ＴＥＬ Ｏ４３－２３４－６９８１ 木 更 津 （営）

ＴＥＬ Ｏ４７－１９３－１２８１

ＴＥＬ Ｏ４７－１２０－８１８２

ＴＥＬＯ４７６－２０－１６４５

ＴＥＬＯ４３６－４２－１４０ｌ

ＴＥＬＯ４７５－２４－６６６１

ＴＥＬ．０４３８－２５－４５１１

㈲ミライ 電 材 大 原 店 ＴＥＬＯ４７０－６３－ Ｈ３０



１’ＯＳ凹 旧 Ａ あ した の光 で
“こ こ ち よ い”を創 り ます

これからのオフィスの照明設計にこの一台。
ランプ／電圧フリー、鉛／クロムフリーを実現し允マルチ器具シリーズが新登場。

施設用蛍光灯器具 （（（
閣ｆ一Ｌ６６ 既

◆電庄フリー
１００Ｖ～２４２Ｖの 電 圧 に 対 応 した イ ン バ ー

タを搭載しました。供給電圧を気にせず

に ご 使 用 い た だ けま す。

◆オールランプフリー
Ｈｆ／ ＦＬＲ ／ ＦＬ（Ｈｆ蛍 光 ラ ン プ、ラ ピッ ド

スタート蛍光ランプ、グロースタート蛍光

ランプ）の３種類 のランプから自由 に選

択できます。

◆環境調和形照明器具
Ｈｆ－Ｌｃｏフ リー は、鉛 フ リー 電 線 ／ ク ロ ム

フリー鋼板の 採用 により環境対策を図っ

ています。器具の廃棄まで考慮した環境

調和形照明器具です。

吉 骨 麟 碧 瞬 耽 Ｆ
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東 芝ライヲ１リク株 式 会 社 電材照明社首都圏電材営業部
ｈｔｔｐ；〃ｗｗｗ．ｔｉｔｃｏ．ｊｐ／ 〒１４０－８６４０ 東 京 都 品 川 区 東 品 川４－３－１ ＴＥＬ（０３）５４７９－３９２０



地 域に密 着 した営業所 ネッ トワーク

電設資材の総合商社

コ匠【ヨ『『置『二７霊．
主要代理店・特約店

東 芝ライテック ㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河 電気 工 業 ㈱ ・三 菱 電 機 ㈱

ゴ … …一一 一 …・…・・ 一 ・ 取 扱 商 品 ・一 一 一 … 一 一一一一一，

ｉ 電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ ｉ

ｉ エ イ ・ 配 線 器 具・ 照 明器 具 各 種 ラ ン ；

； プ類 ・変電所材料・高低圧 配分電盤 ｉ

ｉ ・ エ ァ コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ｉ

ｉ ル ・ ト ラ ン ス 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非 ｉ

ｉ 常 用 発 電機 ・ イ ンタ ー ホ ン・ 防 災 ラ ｉ

ｉ ン プ 電 動工 具・ 電 気 温水 器 ・ 住 宅 設 ｉ

ｉ 備機 器・ 家庭 電化製品 ｉ

【ネットウーク】

川 口 営 業 所０４８ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 口 ５一１５－２８ 船 橋 営 業 所 ０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬 円 台１－１８－４

荒 川 営 業 所０３ （３８９４） ５１７６㈹ 東 京 都 北 区 田 端 新 町 ２－８－６ 市 川 営 業 所 ０４７ （３３５） ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北 方２－３４－１１

江 戸 川 営 業 所０３ （３６５３） ９４４１㈹ 東 京 都 江 戸 川 区 松 本 町２－３８－６ 志 木 営 業 所 ０４８ （４７４） ４６２１㈹ 埼 玉 渠 新 座 市 東 北１－４－２２

墨 田 営 業 所０３ （３６３６） ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島 ２－３－１４ 久 喜 営 業 所 ０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町大字西大輪２娼１０
浦 和 営 業 所０４８ （８５７） ３１０１㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島 ２－１０－９ 東 久留 米営 業所 ０４２４ （７３） ４１１１㈹ 東 京 都 東 久留 米 市 柳 窪４－３－２１

足 立 営 業 所０３ （３８８０） ６４２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田 ６－１０－１０ 所 沢 営 業 所 ０４２９ （２８） ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉１－１３

北 営 業 所０３ （３９０３） １８６雄）東 京 都 北 区 神 谷 ２－３８－１０ 立 川 営 業 所 ０４２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立川 市 富 士 見 町６－３７－１

板 橋 営 業 所０３ （３９７３） １８１ ㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口 北 町１９－６ 川 口 北 営 業 所 ０４８ （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎１－２－２８

中 野 営 業 所０３ （５３５０） ３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台１－２－１ 八 潮 営 業 所 ０４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉 県 八 潮 市 鶴 ヶ 曽 根５８－２

練 馬 営 業 所０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村 ２－２９－５ 大 宮 営 業 所 備 （６５２） ８４１１㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町１－５５８

豊 島 営 業 所０３ （３９８４） ７４９１㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３－２３ 八 王 子 営 業 所 ０４２６ （４２） ６６６ ㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明 神 町１－２５－８

中 央 営 業 所０３ （３５５１） ９３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 ２－２－１１ 千 葉 営 業 所 ０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千 葉県 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

文 京 営 業 所０３ （３８１５） ３６４１㈹ 東 京 都 文 京 区 小 石 川５－３８－１２ 府 中 営 業 所 ０４２ （３６９） ５１１１㈹ 東 京 都 府 中 市 白 糸 台１－２０－１３

越 谷 営 業 所０４８９ （６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曾 根２－６－３４ 世 田 谷 営 業 所 ０３ （３４８２） ２７１１㈹ 東 京 都 世 田 谷 区 船 橋 ７－１３一で

成 増 営 業 所０３ （３９３８＞ ２４１１㈹ 東 京 都 板 僑 区 赤 塚 ４－２４－２０ 大 田 営 業 所 ０３ （３７７８） ６８灌１㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央 ４－３４－３

品 川 営 業 所０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉 ４－２－１２ 市 原 営 業 所 ０４３６ （６２） ７２８１㈹ 千 葉 県 市 原 市 姉 崎 海 岸１０９－２

杉 並 営 業 所０３ （３３３２） １１９ ㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵 ２－１５－５ 千 葉 北 営 業 所 ０４３ （４２４） 孕７１１㈹ 千 葉県 千葉 市稲 毛 区小深 町１３３－２

松 戸 営 業 所（躍 （３４４） ２１６１㈹ 千 葉 県 松 戸 市馬 橋 字 岩 崎１４４７ 鴻 巣 営 業 所 ０４８５ （４１） ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地 ４－２－５

春 日 部 営 業 所０４８ （７６１） ２５１１㈹ 埼玉県春 日部市大 字小 渕山下１１４７ 足 立 北 営 業 所 ０３ （３８５３） ７０５１㈹ 東 京 都 足 立 区 舎 人１一で０－２０

川 越 営 業 所０４９２ （２５） ４０４α㈹ 埼 玉 県 川 越 市 山 田 西 町５７１４

小島電機工業株式会社
〒１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８．１１ 實０３ （３８９４）

「５１５１
．

．
（大 代 表）



１’ＯＳ闘■ＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電線 管及附属 品 ・ その他電 気工事 材料

首都圏東芝電材株式会社

千葉支店 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

千 葉 第 一 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

千 葉 第 二 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１ 〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

市 川 営 業 所 市 川 市 二 俣１－１３－１１ 〒２７２－０００１ ＴＥＬ Ｏ４７－３２８－５００２（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３２８－５１１７

東 総 営 業 所 香 取 郡 大 栄 町 伊 能２２２－５ 〒２８７－０２０４ ＴＥＬ Ｏ４７８－７３－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－４３－８１５０

東 金 営 業 所 東 金 市 堀 上２７４一１ 〒２８３－００６３ ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

木 更 津 営 業 所 木 更 津 市 請 西２－ Ｈ ２ 〒２９２－０８０１ ＴＥＬ Ｏ４３８－３７－６１１４（代）

ＦＡＸ Ｏ４３８－３７－７３８０

◆ 本 社 川 崎 市 川 崎 区 大 島４－３－７ 〒２１０－０８３４ ＴＥＬ Ｏ４４－２２０－３５９１（代）

ＦＡＸ Ｏ４４－２２０－３５６０
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代 表取締役社長 吉 田 晴彦

首都圏特機営業部長 榊 獣 忠
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蔓

宙 誰 箏 箏糠ｉ遷 蓋 千葉支社
〒２６０－００２１ 千 葉 市 中 央 区 新 宿 二 丁 目３番６号 君 ０４３ （２４１） ５５９６

　目種業営〔

蕪灘鷲欝誹轟鑛
技術と信頼 の

アオ バ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭．

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹



通 窃 ツ
トワークの相互コン 塀 夕、。 ｏ

ト ノ 凶 ろ

Ｎ Ｔ Ｔ 特約 販売 店 ・ 日 立 ， 松 下 特 約 店

デ ジ タ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話 装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ コ ー ド レ ス オ フ イ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ ィ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 熱宮川電気通信工業㈱
盈（０４３）２ ２ ５－１ ３１１（大代表）

千葉市中央区院内１名ｌＦＡＸ（０４３） ２ ２ ２・１ ３ ３ ０

キュービクルと各種盤類
社 団法人 日本電気 協会認定 品

● キュー ビクル 式非 常専用 電 源設備
（消防庁告示第 ７号適合 品）

変 圧 器 容 量 の ２００ｋＶ Ａ ・ ３００ｋＶＡ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

● 低圧 で受電す る非常 電源専用 の配

電盤及び分電盤

（消防庁告示 第１０号適 合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種

財団法 人 日本 消防設備安 全セ ンター認 定品

● 加圧送 水装置 等の制 御盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種

ユーザーの皆様と共に伸びゆく

《Ｄミヤコ電機罧式会社

・ ／ 押
’

餐 難懇
鷲

療
、 難

豫
・

本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ －」’ 目 １０ 番 １０ 号
・０ ０７６ Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ３ （３６４７） ２７０１ （ 代 ） Ｆ Ａ Ｘ Ｏ３ （３６ ４７） ０９４０

ｈｔｔｐ／／ ｗ ｗ ｗ １．ｏ
ｄｎ．ｎｅ．ｌｐ

／ ｍ ｉｙ ａ
ｋ ｏ

千 葉 営 業 所 〒２６Ｄ 千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町 ２０ 番 ４ 号
一〇８０７ 松 ケ 丘 ガ ー デ ン ヒ ル ２ Ｆ

ＴＥＬＯ４３（２６６）００２１（代） ＦＡＸＯ４３（２６６）００２４



自動 火災報知 設備設計・施工
各 種 排 煙 設 備 ・テ レ ビ共 聴 設 備・ 放送 設 備

その他 消防 設備

‘ 潮能■ｒ瓠匿零 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
千 葉 支 店：千葉市若葉区加曽利町９３４番地の６

ＴＥＬＯ４３（２１４）５６８５。ＦＡＸＯ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬ Ｏ４７５（８２）２８０４・ＦＡＸＯ４７５（８２）５３２９

エネルギーと情 報 の 機 能をしな や かに力 強く。

私たち は、エネルギーと情 報を伝える電 線、ケーブルの 専 門 商 社。

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産 業 発 展 の お役 に立っております。

新 しい世 紀 を拓く、藤長 電 気。

藤長電気株式会社 東関東支店

干 葉 市 稲 毛 区 黒砂１－５－１４

ＴＥＬ Ｏ４３－２４１－２５５２ ＦＡＸ Ｏ４３－２４１－２４７２

」



１

安全で快適な環境づくり
総合 防災システムのニッタン

私たち は、災害 を未然 に防 ぐ技術の 研究・開発・提供 を一貫 して行ない、

防災を通 じて持てる技術を駆 使し、かけがえの ない

入命と資源をしっかりと守り 続けます。

防災セ ンター

〈＄〉 二ｖ・７｝棟 式金杜
ホ ー ム ベ ー ジ ｈ 廿 ｐ ゾノ ｗ ｗ ｗ．

ｎｉｔｔａｎ
．
ｃｏ ｍ １

。

隷

〆 、∫

煙感知器

消 火栓 ボックス

本 社ノ〒１５１－８５３５東 京都 渋谷区 幡ケ谷１－１１－６ＴＥＬＯ３－３４６８－１１１１（代 表）

千葉支店／〒２６２－００３３千葉市花見川区幕張本握５－１２－５（ニッタンビル）ＴＥＬＯ４３－２７５－７５７６（代表）

　撫
身 近 なく らしの中 で、

活 躍 しています。

●景観照 明

●スポーツ施設照 明

●無電極 放電ランプ用 トンネル灯

●ハイ ブリッ ド照明灯

●視覚障害者用音声道 案内システム

● ガイ ドライ トシステム

●道路情 報表示 システム

●道路気 象観測 システム

●交通管制 システム

●交通信 号灯器

春＼輪，
…｛
瑠

嚢
臨 ．

小糸工業株式会杜

総
，

ｈｔｔｐ；／／ｗ ｗ ｗ．
ｋ ｏｉｔｏ－ｉｎｄ．ｃｏ．ｊｐ

く譲遮１詮
＝一１＝ ７ ㎡一・’㎡量 騨 萌 傭

千 葉 営 業 所 〒２６０－０８５４ 千 葉 市 中 央 区 長 洲 ２ 丁 目１３番 ６ 号 ＴＥＬ Ｏ４３（２２２）９１２６

東 京 本 部 〒１０８－８７２３ 東 京 都 港 区 高 輪 ３ 丁 目 ５ 番２３号 ＴＥＬ Ｏ３（３４４３）９８２１

轡鏡技翻

ＦＡＸ Ｏ４３（２２７）４０８１

ＦＡＸ Ｏ３（３４４５）７４４３
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融麟論漏 補 川 期醸一一藷 燃 繰齢醐：、
醐鯉 欝 綿 鱒 欝 一’ 欄 蝿 ・ ．．や 　 ぜ ヰ ド み

ｖ 瓢
．

’℃
一 一

卍 遭
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バズ ー は、車道 での 高い 照明 効 率を

確 保し、追い 越 し車線 でも 高 い 照度

が得ら れる 新道 路灯 です。環 境 保全

に配 慮し、天 空 へ の 光 漏 れ を 抑え ます。

また、高 圧ナトリウムランプを使用する

ことで省エ ネル ギーを推 進するな ど、

高 機能 照明 でこ れから の時 代にぶ さ

わしい快適 な道路 環境をつくります。

⑭ 岩崎電気株式会社
本 社＝〒１０５－００１４ 東 京 都 港 区 芝３－１２－４

ＴＥＬ，（０３）３４５２－５３５１（代）

干葉営業所：〒２６０－０８３４ 干 葉市 中央 区 今 井３－１４－２

ＴＥＬ．（０４３）２６４－６３５５（代）

ＦＡＸ．（０４３）２６３－５７６１

ｈｔｔｐ＝〃 ｗ ｗｗ．
ｉｗａｓａｋｉ．ｃｏ．ｌｐ

！

バツテグーユ＝：ツみ

新発売
驚 異の 小 型化に 成功１
（体積比１／３※自社比較）

警報用電源に最適な

大容量タイプ！ｌ

ＡＣ１ ００・２００Ｖ／ＤＣ２４Ｖ ４５０ｍ Ａｈ

交 流 入 力 時 出 力 １Ａ １０分 間

層 露 ∠コ 鱈 層 ∠コ
キュービクル 式受配電設備

プラント制 御盤

電灯分電盤

動力制御盤

βハ４５０型☆
峯

趨

、

．藩　　　蹴警
…

．

．

”

舳

置”甲

薪
…

慧

匹．、

磁

ー
塁

轟籔胃
設 計・製 作

動力分電盤
監視制御盤

住 所 千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町４７５－１

ＴＥＬ Ｏ４３－２３１－８７５５

ＦＡＸ Ｏ４３－２３２－０４７９

△ 千葉電機株式会社



平成１４年度 中央公園「花のフェスティバル」から

平 成１４年９月 ２８日 夜 撮 影

（写 真提 供 緑 土木 事 務 所長 様より）

発行 所 協 同 紐 合 チ葉 電 設 協会浮

ご 千 葉 市 申 央 区 栄町舞４一酵．
町

覧 丁：既 ０垂３戸 ２ 舷 一７謹 翻壬 島！。

芦 孤 Ｘ Ｇ４３馴２ 鐙一撃 ３ア ゼ ・
ｖ ・ ・ 発行責怯者 好 樋 ＼ 宏 一

一 輝集責 鰭 久 鑓 昭 雌
季


